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新収作品目録

　この目録は，昭和47年度刊行の「国立西洋

美術館年報No．6」に収載分以後，昭和48年

3月までに当館予算で購入した作品と寄贈作

品とを含む。作品番号のPは絵画，大きさの

表示は縦×横，単位はメートルである。

購入作品

ルーベンス，ペーテル・パウル　　　　　　　　P400

ジーゲン（ウェストファリア）1577～アントワー　　　眠る二人の子供

プ1640　　　　　　　　　　　　　　　1612－13頃
RUBENS，　Peter　Paul　　　　　　　　　　　　　　　油彩　板　0．505×0．655

Siegen　1577－A”twe「p　164° 　　　　　難、ブ。イセ。の・；L子。。ルデ，ナ。ド碗女

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルィーゼ（1770－1836）が，1796年3月17日，ベル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リンでアントン・ヘンリ・ラッツィヴィル（1775－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1833）に嫁した際，持参金の一部としてラッツィヴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ィル家に持参。彼女の曽孫に当るスタニスラス・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラッツィヴィル侯（1866－1920）が直接相続；侯の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　死後はその寡婦ドリー・ラッツィヴィル＝トゥフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ェーデ（1886－1966）の手に移り，その後1971年ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でその娘のA．ド・マイエ公夫人が所蔵．

展覧会：「ルーベンスとその時代』パリ，オランジ

ュリー，1936，No．91。

文献：Paul　Pontius，∵Livre　O　de∬ine〆’，　edited

by　P．　Van　Avont，　Antwerp，　s．d．　first　half　of　the

XVII°cent．　plate　l　3；M．　Rooses，」L’Oeuvre　de

P．P．」Rubens，　Anvers　l　886，　vo1．　V　n°1229，　para－

graph　13and　p1．353；．Rubens　et　son　7セ〃7ps（cata－

logue　par　C．　Sterling）Paris　Orangerie，1936，　n°

91；A．Watt，　Notes　on　the　Paris　Exhibition　of

Flemish　Art　ofthe　XVIIth　Century，　in　Apo〃o，　vol．

XXV，　January　1937，　n°　145，　reproduced　pl．37．

昭和47年度購入作品
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NOUVELLES　ACQUISITIONS
　　α∫妙1翻θ〃t6…励θ1・suite　aア2・tre

Bulletin　Annuel　No．6θ〃1972．11εo〃ηりrend

d。励・utes　les（・luew・θ∫achete’es♪a・1θbu〔娯

d・・Muse’e・et・1’ffuz”・θd…〃～e　d・Ptuls　cette　date

jusgu’δ　1αノin　du　〃～α”∫　∂θ　1973・Le　ll　u〃z～　1’o

〆τε∂励・吻・・蹴’・・i〃吻・・…〃・・um～・・

inventaire，　P～1α〃z∫）OUI’1a　peinture・Lθ∫∂’一

”zensions　sont　donn～θ∫θπア’letres，1αhauteuハ’

♪γ∠ε64α〃t　la　lai’geUi’・

（正UVRES　ACHETEES

P400
DEUX　ENFANTS　ENDORMIS（Phnips　and
Clara　Rubens，　nephew　and　niece　of　the　paint－

er，　lying　in　a　bed）

c．1612－．13

Huile　sur　bois　H．0，505；L．0，655

Prov．：Brought　into　the　Radziwill　family　by　Prin－

cess　Louise　of　Prussia（1770－1836），　daughter　of

Ferdinand　of　Prussia，　as　part　of　her　dowry　whcn

she　married　in　Berlin　on　March　l7，1796　Prince

Anton　Henri　Radziwill（1775－1833）；By　dircct　in－

heritance　to　Prince　Stanislas　Radziwil1（1866－1920）

her　great　grand　son；Princess　Dolly　Radziw川一

Tvede（1886－1966）his　widow；Duchesse　A．　de

Maill6，　her　daughter　unti川971．

Exhib：‘’Rubens　et　son　Temps’「，　Paris　Orangerie，

1936，n’：91．

Bibl．：Paul　Pontius，‘’Livre　∂　de∬∫〃er”，　edited

by　P．　Van　Avont，　Antwerp，　s．d．　first　half　of　the

XVII°cent．　plate　l　3；M．　Rooses，　L’Oeu1γεde

P．P．．Rubens，　Anvers　1886，　vol．　V　n二1229，　para－

graph　l　3　and　pl．353；R〃be”5　et　soll　Te’llps（cata－

10gue　par　C．　Sterling），　Paris　Orangerie，1936，　n一

91；A．Watt，　Notes　on　the　Paris　Exhibition　or

Flemish　Art　of　the　XVIIth　Century，　in布o〃o，

vo1．　XXV，　January　l937，　nこ145，　reproduced

pL　37．

Achat　du　Mus6e　en　1973．
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ラルジリエール，ニコラ・ド　　　　　　　　　　P－401

パリ1656～パリ1746　　　　　　　　　　　　　幼い貴族の肖像
　　　　　　sLARGILLIERE，　Nicolas　de　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　0．65×051

Paris　l　656　Paris　1746
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来歴：スルツナー・コレクション（1833年まで）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴェノー・コレクション（遺産相続による）；デプ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルメニル家，パリ（1971年まで）。

昭和47年度購入作品

寄贈作品

プラン，ピエール・エルネスト　　　　　　　　P．－402

パリ1838～パリ1913　　　　　　　　　　　　　高原の雲

PRINS，　Pierre　Ernest　　　　　　　　　　　　　　l896年

Paris　1838－Paris　lgl3　　　　　　　　　　　　　　　ノこステル　紙　0．32×0．46

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右下に署名：Pierre　Prins

1973年プラン家より寄贈
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P－401

PORTRAIT　D’UN　JEUNE　PRINCE
（Portrait　of　a　young　nobleman）

Huile　sur　toile　H．0，65；L．0，51

Prov：Soultzener　collection　until　l883；　V6neau

Collection（by　inheritance）；Baronne　d’EprcmesniL

born　V6neau；d’Epremesnil　Family，　Paris　until

l971．

Achat　du　Mus6e　en　l973．

CEUVRE　DONNEE

P’　4°2

’
　　　　　　遡ぱ・麟雛欝議魏…轟肇・、

D°n◎a　…senl973’ 　鱗螺一難・・t灘灘繧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉蟻・議誌懸　黒難、「・薫鎌㌧初鍮搬・藷蕪繕1　彩瀦’㌘嶽∀
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国立西洋美術館所蔵のアンドレアス・リッツォス作のイコンについて　　　　越宏一

　　15世紀のくクレタ派㌧の作品＊

1　国立西洋美術館所蔵のイコン　　　　　　　　　　　　　　　　I

II　And「eas　8itz°sの作品　　　　Ilr．｛和5年（193・年）｝、上野の東京縫㈱

：二⌒イコン蹴　蕊；㌫霊㌘鷲
V芸㌫謀㌫；ン，聖母酬品されている（1）・この内の二点（図1）1よ，

　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　その後某私有コレクションの手に渡り，昭和
V「繍　　　　　　　35年（196。年）厭洞コレクシ。ンからの寄
独腰旨　　　　　　　託嬬として国立西撲術飽，囎されてい
図版リスト 　　　　　　た（寄・託偶翻D－13）…が，この程洞
図版（1－29）　　　　　　館の昭不U48年離入作品のひとつとし臓入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　された（所蔵番号P　－408）。この作品が，いか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なる経路を辿って旧く松方コレクション〉に入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ったかは不明である（3）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このイコンは，縦71センチ横47，5センチの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サイズで，潤葉樹の板（厚さ2，5センチ）の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上に通例通り白亜質の下地（Levkas）が作ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ，その上にテンペラで図像が描かれている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バックおよび聖人の光輪は金箔である。やや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凹んだ中央部（Kov6eg）に「キリスト昇天」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が大きく表わされ，さらにその上部には「神

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の御座」（Hetoimasia）が小さ目に配されてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るこのイコンは，終末期のビザンチン絵画の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式によく従った，アカデミックな手法で仕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上げられている。イコン画家としての作者の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堅実な力量が窺える作品といえよう。中央部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を取り巻く帯状の部分（枠）には，上方に「聖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三位一体」、左右におのおの三人の聖者立像，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下方に四人の聖者半身像があしらわれている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各場面，諸聖人像にはそれぞれ，ミニウムで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギリシア語の銘が，一部は連宇で一部は略し

＊この作品は調立西洋美術館昭不，、4，嬢購入作　て書き1恭えられているが，しかし「神の御座・

　　品のひとっとして昭和49年UJに購入された．　　　の図像には銘がない。「キリスト昇天」の場
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而にはHANAAHY・ICおよび正又C，「聖　　　る。しかしながら，板そのものには，特に裏

三位一体」の場面にはHATIA　TPIACと　　　面に無数の虫食い跡がみられる。なお・当初

いう銘がそれぞれ記されている。このイコン　　　は裏面に二本の桟木（Sponki）が釘で打ちつ

の裏面（図2）には、二つの横梁が余計にあ　　　けられていたが，現在ではそれがなくなり，

るいわゆる・総主教のト字架・がVan　Dyck　　　そのため板は縦にゆるやかに湾曲してしまっ

Brown系の色で人きく表わされ、その根本に　　　ている。

はアダムの頭蓋骨，左右にはト字架の根本か　　　　中央部を取り巻く縁に描かれた聖人像は，

ら生え出る，生命の木を表わす蔓草文が描か　　　左上から，先駆者聖ヨハネ（OA　［’　IOC

れている。十字架の腕の一L一ドには通例に従っ　　　∫Ω4λWHC　O　llPOdPOMOC），司教聖二

て，1℃又C　苅Rスという銘が記されてい　　　コラウス（OAI’10C～V1，K”oAAoc），隠者

る。この裏面と表側とが同じ時期に描れたの　　聖オヌブリオス（OArloc　ON6¢PIOC），

か，あるいは同一の画家によって描れたのか　　右上より，使徒聖大ヤコポ（OAI”IOC

については，にわかに決定し難い。　　　　　　IAK・9BOC），隠修士聖アントニウス（0

　作品の保存状態はおおむね良好であり，後　　AI’10C　A～VT・9NIOC），殉教者聖セバスチ

の加筆i・補修は「キリスト昇天」場面の聖ハ　　　アヌス（OA1”10C　CEBACTIA～VOC）であ

ウロおよびその隣の大天使の衣の一・部，枠右　　　る。これらのうち，洗者聖ヨハネおよび聖ア

上の聖ヤコブ像の胸下の辺りの小部分，中央　　　ントニウスはそれぞれ，METANOEITE

部と枠部との上部の境い「1の一部分などであ　　　H’1”1’IKEN　FAP　H　BACIAEIA　TgN

（1）「＝昭和五年五月i’ヒ日ヨリ六月四H迄　東京府美　　　　　　　昭秘リリ年の世界的な経済恐慌の影響で，昭和2年

　　術館二於テ開会　第三回松方氏蒐集絵画展覧会目　　　　　　　十五銀行は破産し，川崎造船も苦境に引きこまれ

　　録　主催国民美術協会s，図録番～ナ九ヒ　（筆者不　　　　　　　た。そして昭和3年5月，松方幸次郎は社長の座

　　明　イコン　七一⊃，同九八（箪者不明　イコ　　　　　　　を退くことになるが，彼の集めた鹿大なコレクシ

　　　ン　三こ＿））。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨンは，卜五銀行の整理に提供され，処分される

（2）r国立西洋美術ftLr総日録二，1961年、寄託作品D一　　　　　　ことになるのである。　II召和3年3月から，4年，

　　13（作者不詳　14世紀頃），図版、（Catalogtte　　　　　　　5年と3回にわたって「松方氏蒐集欧州美術展覧

　　G6〃6rα1　duルfustie　National　d㌧Art　Occic／enta1，　　　　　　　会』が開催されたのは，このような事情による．

　　Tokyo　1961，　D－13、　Fig．）　　　　　　　　　　　　　　　昭和5年のく第3回展〉の日録冒頭には，「松方

（3）松方幸次郎（慶応元年一昭和25年）が1構入した二　　　　　　　氏の蒐集が散逸の運命を余儀なくせらるるはまこ

　　点のイコンのうち，他の一・点については現在その　　　　　　　とに惜む可きことである。……財界目下の不況に

　　行方が不明である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も拘わらず，一般の同感を呼起して列品の多くが

　　なお，国立西洋美術館所蔵のイコンの裏面には，　　　　　　　購入者を見出すならば，それは単に十五銀行の整

　　〈株式會社十五銀行／と印刷された楕円形のラベ　　　　　　理に幸いするのみでなく，広く日本の利益となる

　　ルが張り付けてあり，ヘンで54という数字が苫　　　　　　　ものである、」と記されている。IH〈松方コレクシ

　　かれている。かつて松方幸次郎の長兄松方巌が頭　　　　　　　・ン〉の運命については，高階秀爾編『松方コレ

　　取をしたことのある，この1’五銀行は，幸次郎が　　　　　　　クシ。ン』（至文堂，1971年）を参照。

　　社長をしていた川崎造船の主要取引銀行である。
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OγPANgN　（マタイ伝福音書第三章二節），　　場合しばしばそうであるように，現在ではそ

およびEldO～V　EI－’9　TAC　llAI”UAC　　　の理由が不明である（5）。いずれにせよ，この

T6　dlABOA6　HllA2MENAC　EN　TH　　　ギリシア・イコンにおいて聖セバスチアヌス

mKA1．Σ［…］という章句の記された巻　　　が表わされているということは特に注目に値

物を手にしている。一方，下方の縁には主と　　する。このローマの殉教者の表現は，ギリシ

して聖女の半身像が表わされている。それら　　　アやロシアなどのイコンでは　　少なくとも

は左から，殉教者聖カタリナ（HAI”IA　　筆者の知る限りでは　　ほとんど例がないほ

AIKATEPINA），皇帝聖コンスタンチヌス　　　ど非常に稀であるからである（6）。

大帝（OAI’IOC　K97VC7▼ANTINOC），　　　　この点ならびに，このイコンの様式が一・見

その母聖ヘレナ（HArlA　EAE7VH），聖パ　　　して終末期のビザンチン美術，すなわちパレ

ラスケヴァ（HATIA　17APACKEI”H）（4）　　オロゴス朝（1261－1453）的であるためであ

である。これらの聖人達がなぜここで選ばれ，　　ろうか，1960年に国立西洋美術館で行われた

このように配されたかについては，イコンの　　　く松方コレクシ・ン名作選抜展〉の図録（7）以

（4）この聖Paraskevaは，ロシアで10月28　FIがそ　　　　　　　作例については，これまで図版として紹介された

　　　の祝日に当る同名の聖女ではない。この場合には　　　　　　　ことはなかった。）

　　　彼女は常に冠を被る姿で表わされる。一方，6月　　　　　　Ioanninaの壁画は一般に〈クレタ派〉ないし

　　　26日がその祝日であるギリシアの聖Paraskeva　　　　　　Thivaiの画家の乎になるものとされている［こ

　　　は，手に十字架を持ち，聖母に似た姿で表わされ　　　　　　　れに関してはA。Xyngopoulos，　Mittelalterliche

　　　る。その最古の作例は，いわゆるく＜パリの510番＞＞　　　　　　Monumente　von　Ioannina（griechisch），　Epei・・

　　　（9世紀）のミニアチュールであるが，ここでも彼　　　　　　　rotika　Chronika，1，1926，133　sqq．を参照］。

　　　女は皇妃聖ヘレナと並んで表わされている。この　　　　　　　Meteoraの二つの作例のうち，　Barlaam修道院

　　　両者は，ディオクレチアヌス帝により処刑された　　　　　　　のものは，A．　Xyngopoulos［Esqui∬e　d’ttne

　　殉教者として互いに関係づけられるのである。こ　　　　　　　histoire　de　la　peinture　religiettse　apres　la　chute

　　　れについてはK．Onasch，　Paraskeva＝Studien，　　　　　　　de　Co〃stantinople（en　grec），Athさnes　l　957，118

　　　0stkirchtiche　Studien，　VI，1957，121　sqq．を　　　　　　　　sq．］によればFrangos　Katelanosによって描れ

　　参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たと推定される。彼はThivaiの出身であるが，

（5）一定の教会のために，または，ある個人のために　　　　　　　しかしクレタの画家の弟子であった（D．Evan一

　　　イコンが制作される場合，そこに描かれるべき聖　　　　　　　g61idis，　Le　peintre　Fr．　Cat61anos　en　Epire，

　　人の選択の仕方は千差万別である。　　　　　　　　　　　　Deltion　de　la　Socie’te’　d’Arche’ologie　Chre’tienne，

（6）東方キリスト教美術における「聖セパスチァヌス　　　　　　　Athさnes，　per．　IV，　t．1，1959，40　sqq．，pl．8sqq．）。

　　　の殉教」図の珍らしい作例としては，Ioannina　　　　　　　Metamorphosis修道院教会のExo－Narthexの

　　（Ipiros）のNessiと呼ばれる島にある聖Niko一　　　　　　壁画については，これまで（筆者の知る限りで

　　laos　Strategopoulos（またはDilios）修道院　　　　　　　　は）研究がなされていないが，　Naosの壁画に関

　　のKatholikonの壁画（1543年，図27），およ　　　　　　　してはM．　Chatzidakis（Recherches　sur　le

　　び，MeteoraのBarlaam修道院Katholikon　　　　　　　peintre　Th60phane　le　Cr6tois，1）umbarton

　　（Naos）の壁画（1548年，図28）ならびにMeta－　　　　　　Oaks　Papers，　XXII1／XXIV，1969／70，309　sqq．）

　　morphosis修道院Katholikon（Exo－Narthex）　　　　　　　の論文がある。彼はこのNaosの壁画をクレタ島

　　の壁画（図29）が挙げられる，（これらの三つの　　　　　　　出身の画家Theophanes（このt［1’il家については註
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来，この作品は一応イタリア系の14世紀頃の　　　面右一ドの聖セバスチアヌス像の足元に，あま

イコン（作者不詳）として推定されてきた（8）。　　り目立ぬように黒色で記されたギリシア語の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　t
－一方，このイコンの後ilJ：の仮枠の縁（一ド方）　　　署・名〔XEIP　A・7VdPE6　PITZ6（図3）〕

には英語でSOUTH　RUSSIAN　SCHOOL　　　が読まれたからである。

15TH　CENTURY，と記されているが，　こ　　　　　このAndreas　Ritzosなる画家については，

れがいつ，だれによって丼かれたのかについ　　　その署名入りのイコンが，このほかにも数点，

てはわかっていない，　　　　　　　　　　　　　以前から知られていたのであるが（9），しかし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それらにも年記がないため，この画家の活躍
　　　　　　　　　　　H
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した時期に関しては，従来研究者の間で11　lll：

　最近の調査の結果，この作品はしかしなが　　　紀から16川：紀末までの幅をもっていろいろに

ら，クレタ島出身で15［H：紀に活躍した画家　　　推定されてきた（lo）。しかし，1968年の第2回

Andreas　Ritzos（アンドレアス・リッツォス）　　　クレタ学学会でM．　Cattapanが14・15世紀

の手になることが判明した．nというのは，画　　　にクレタ島で活躍した画家の名前に関する新

　　　46を参照）の作品とみなしているのであるが，　　　　　　　　　la　peintttre　en　ltalie　clans　les　qttatre　si（）cles

　　　Exo－Narthexの壁画もNaosと同一・の［ili｜家のT　　　　　　　　　qui　ontρ々cε‘／6　celui（le　Raphael，　Paris

　　　になるものであるのか，否かは今後ン）研究課題で　　　　　　　　　1811，37，

　　　あるtいずれにせよ，このMetamorphosis修　　　　　　　②　S．　Lambros，　in：～V．　He〃tinomne’non，1098，

　　　〕並1；完」）f乍｛列は，彦t’i　」）クィ7およびヒ付｛剖：ノ）払～きノ∫　　　　　　　　　　 n．21（en　grec）．

　　　において，国、‘’1西洋美術餅1のイコンと比較でき　　　　　　　（1二記二者はAndreas　Ritzosの活躍時期をII

　　　る，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世紀と考え，1105年を彼の没年とした」

（7）三松方コレクシ。ン名rll選f妨ξ図録二，1960年，　　　　　　　③　E．　MUntz，　Les　artistes　byzantins　dans

　　　図録番｝」・143（作者不oi羊　141H：紀イタリヤ系）。　　　　　　　　　rEurope　latine　du　Ve　au　XVe　siecle，

　　　（、Nfastei’pieces　of　the　E．v．ルVatsttA’ata　Co〃ec－　　　　　　　　　　Revtte　de　t’Artα傾r∫θ〃，36me　Annee，5e

　　〃o〃，Tokyo　1961．No．143）　　　　　　　　　　　　　　　　Serie／Tome　IV，　Mai　l893，188．

（8）　fi国立西洋美術館F東列目録二，1962年，図版・　　　　　　　　．4．　A．　L．　Frothingham，　Byzantine　artistes　in

　　D－13（作者不詳，14i｛1：紀頃、　イタリア系），　　　　　　　　　　ltaly　from　the　sixth　to　the　fi　fteenth

　　　（Cata～ogtte　・fthe　Nationalルfuseu〃ll　of　”ノestern　　　　　　century，　Ame’・ican／ournal　of　Archae・1・9．1’，

　　Art，　Tokyo　l962，　D－13、　Fig．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　IX，1894，45　sqq．，　pL　X．

　　高階秀爾編：松ノ∫コレクションニ（至文堂・近代　　　　　　　（［1記二者はAndreas　Ritzosを13111：紀のモザィ

　　　σ）美術2），1971年，第66図（f乍“’　／こ詳，14ilヒ　　　　　　　クIllil家Andrea　Tafi一彼はフィレンツッの文，if

　　紀，イタリヤ系），　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にAndrea　di　Rico　vocato　TafoないしAndrea

（9）これについては以下15－17頁を参照、　　　　　　　　　　　Ricchiと記されている一と同一一視した」

（IO）Andreas　Ritzosについて触れているこれまでの　　　　　　　　亘　GGero】a，　Emanuele　Zane　da　Retimo

　　文献は次のとおりである〔国、’1：西洋美術角‘｛のイコ　　　　　　　　　（Un　pittore　bizantino　a　Venezia），Atti　ctel

　　　ン（およびその図版）に関する和文又献について　　　　　　　　　Reale　lstitttto　Veneto　di　Scienze，　Lettere　ed

　　　は，註1・2・7・8を参照〕－　　　　　　　　　　　　　Arti．　LXII／2，1902，349．
　　Literatur　Uber　Andreas　Ritzos：　　　　　　　　　　　　　　6　G．　Gerola，　Monumenti　Veneti　nell’lsola　di

　　①A．de　Montor，　Considerations　sttr　1’titat　cle　　　　Creta，1，　Venezia　1905，312．
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⑦　A．Mu面z，　Andreas　Rico　oder　Rizzo，　　　　　　　　Fig．297．

　　　in：U．　Thieme－F．　Becker，　A　llge’ηε’nes　　　　　　⑳　L．　Mirkovi6，　Die　italo－byzantinische　Iko－

　　　Lexikon　der　bilde’idenκ～？η∫ゾ1εr，1，　Leipzig　　　　　　　　　nenmaler－Familie　Rico，　Actes　du　IVe

　　　　I907，472　sq．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Co〃gres　internatio〃al　des　6r〃旋∫bアzan・

⑧N．P．　Kondakov，1konog’・aLfija　Bogomateri，　　　　tines，　Sofia　1936，133　sqq．，　Abb．64．（15

　　　Leningrad　lgU，17　sq．，142，　Fig．20．　　　　　　　　　　　世紀初頭）

⑨0．M．　Dalton，　Byza〃tine　Art　and　Ar・　　　　　　蓼　E．　B6n6zit，　Andreas　Rico　ou　Rizzo，　dans：

　　　chaeologγ，　Oxford　lgll，264．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）ictio〃naire（）ritiqtte　et　documentaire　des

⑩　H．E．　Keyes，　The　Princeton　Madonna　　　　　　　　Peintres，　Scttiptetti’s，　De∬i〃ateurs　et

　　　and　some　related　paintings，　Ame”ican　　　　　　　　　　Graveurs　etc．，　Nouvelle直dition，1，1948，

　　　Journal　of　A”chaeolo8」’，　XVII，1913，210　　　　　　　　　　168．（16世紀）

　　　sqq．，　Fig．1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓼　G．　Soteriou，　in：．4rch．　Ephimeris，1953一

⑪MUIIer－Singer，　A　llge〃lei〃ε∫砲〃∫〃e〃α∫－　　　　1954，89，90．

　　　ko〃，　IV，1920，64．（1211」：紀）　　　　　　⑭S．　Bettini，　l　mosaici　dell’atrio　di　San

⑫　A．Siret，1）i‘・tionnaire　histo”i41’e　et　raison’16　　　　　　　　　Marco　e　il　loro　seguito，　Arte　Ve〃eta，　III，

　　　des　peintres　de　toute　les　6cole∫，1924．　（十　　　　　　　　　　　　　　1954，34　sqq．（151旦糸己2ミ）

　　　　！105？）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊧．W．　Felicetti－Liebenfels，　Geschichte　der

⑬O．Wulff－M．　Alpatov，1）enkmdler　der　　　　　　　　byzantinischen　IA’onenmalerei，　Olten－

　　　Ikonenmalerei加kunstgeschichtlicher　Fot－　　　　　　　　　　　　Lausanne　1956，91，Taf．110B．

　　　ge，　Hellerau　bei　Dresden　1925，222　sqq．，　　　　　　　　㊧』A．　Xyngopoulos，　Esqttisse，　op．　cit。，163

　　　291，Abb．95．（15世紀初頭）　　　　　　　　　　　　　　　sq．，187　sqq．，279，　pL　42／2，63／2．（16世紀

⑭CL　M．　Henze，　Mater　cte　perpetuo　suc一　　　　末）
　　　cursu，　Bonn　1926，17sq．，21，　Fig．（20），　　　　　　⑳　A．　Marava－Chatzinicolaou，　Patmos（en

　　　23，（24）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　grec），　Athさnes　l957，50，　pl．56．

⑮Ch．　Diehl，　Mannel　d’art　by：一　a〃t’ne，　H，　　　㊧LMarcucci，〃）ip　in　ti　Toscani　（lel　Secolo

　　　Paris　l　926，865．（13／14世紀）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XI11．　Scttole　b．vzantine　e　russe　dat　secolo

⑯　F．Willumsen，垣畑ηε∬e‘in　pei〃tre　El　　　　　　　　XU　al　secoto　X・VIII，　Roma　l　958，83　sq．，

　　　Greco．　Essai　sur　la　transfor〃lation　de　　　　　　　　　　　　　　　fig．28．

　　　～’artiste　bJ’zantin　en　peintre四’ρρ6ρ〃，1，　　　　　　　　⑳　V．　Djuri6，1c6nes　de　Yottgoslavie，　Belgrade

　　　Paris　I927，56　sqq．，　pL　I．（15．世紀）　　　　　　　　　　　　　　1961，114（No．51），　P1．　LXXI，55　sq．（S．

⑰N．P．　Kondakov，　Russkqノ’αikona，1，　　　　Radoj6i6）．（15／17・lll：fli己）

　　　Praha　l　929，157．（16．世紀）　　　　　　 ⑳M．　Chatzidakis，1c6nes　de　Saint－（7eorges

⑱Ph．　Schweinfurth，　Geschichte　der　rus－　　　　des　Grecs　et　de　la　co〃ection　de　l’i〃stitut，

　　　s’schen　Malerei　i〃i　Mittela〃er，　Haag　1930，　　　　　　　　　　Venezia　1962，　xxxl1，　xL，　xLv川（note　12），

　　　398，403　sqq．，416，442　sqq．，　Abb．　154．　　　　　　　　　　　　　　　39，40．（16世紀前半）

　　　（14／15世紀）　　　　　　　　　　⑳B．Rothemund，　Handbuch　der　lkonen・
⑲　S・Bettini，　La　pittura　di　icone　cretese－vene－　　　　　　　　　kunst，　MUnchen　I　966，92　sq．，247．

　　　zia〃a　e　i　Madonneri，　Padova　1933，13，19　　　⑫V．　N．　Lasareff，　Saggi　sulla　pittura　vene－

　　　sqq．，22　sq．，26　sq．，29，44，50，64，　Tav．1，　　　　　　　　ziana　dei　sec．　XIII－XIV．　La　Maniera

　　　IL（15世紀末）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　greca　e　il　problema　della　scuola　cretese

⑳　R．V．　Marle，　The　1）evelop〃lent　of　the　　　　　　　　（II°），　Arte　Veneta，　XX，1966，55　sq。（16

　　　1talian　Schools　of　Paintings，　XVIII，　The　　　　　　　　　　世紀後半）

　　　Hague　1963（New　York　l970），546　sq．，　　　　　　　⑬　A．　Embiricos，　L’ticole　cre’toise，‘∫〃η’～rρ
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資料を発表し（11）、　Andreas　Ritzosは15世紀後　　　Candiaの文書館にある公証記録に基き（合

半にクレタ島で活躍した画家であることが指　　　計約400点），記録に残る画家の名前128名を

摘されたのである（12）。すなわちM．Cattapan　　　リスト・アップして発表したのである（14）。

は，ヴェネツィアにある諸文ll｝館で1271年か　　　M．　Cattapanの指摘するところによれば，

ら1500年までのCandia（クレタ島）の公証　　Andreas　Ritzosおよびその息r－Nikolaos

人約70人の記録すべてを調査し，この中にク　　　Ritzosの名前は，1421年から1499年までの

レタ島の画家に関する文、｛ぎ約360点を兄出し　　聞の文書22点（15）の中に見出され，前者は14

た（13）。彼はこのヴェネツィアの資料，および　　　51年から1492年頃まで，後者は1486年から

　　　　　phase‘le　ia　peinture　b〕’二〇〃r加ε，　Paris　l　967，　　　　　　　　　au　ler　Congres　d’Etudes　Crετo∫ぶε5佼Hんαc1∫oη，

　　　　　140，165sqq．，183，　fig．82．　　　　　　　　　　　　Septembre　l961；M．　Chatzidakis，　Icδnes，　op．

　　　⑭　M．Cattapan，Nuovi　documenti　riguardani　　　　　　cit．，40／note　5）にその名が紀されている同名の

　　　　　pittori　cretesi　dal　1300　a11500，　Peprag一　　　　　　人物（画家Maneas　Ritzosの息子）とは別人で

　　　　　mena　tott　B　I）iethnous　Kritologikott　SSne一　　　　　　　ある。　N．　V．　Lasaref『（Saggi，　OP．　cit．，61）も，

　　　　　thriou　（Akten　des　2．　internationalen　　　　　　M．　Chatzidakis同様，この16世紀の文書に記録

　　　　　Kretologen－Kongresses），111，　Atben　1968，　　　　　　　されているAndreas　Ritzosと，今我々が問題と

　　　　　29sqq．（＊1420，21年）　　　　　　　　　　　　　　　　している同名の人物とを同一視しているが，しか

　　　＠　Th．　G．　Peterson，　Crete，　Venice，　the　　　　　　し前者がlll百《であった確証は全くない。この16世

　　　　　“Madonneri”，　and　a　Creto－Venetian　Icon　　　　　　　紀のAndreas　Ritzosに関しては，他に次の文献

　　　　　in　the　Allen　Art　Museum，　A〃en　Memorial　　　　　　　もある。　C．　D．　Mertzios，　Domenico　Theotoco－

　　　　　Art　Museuin　Bu〃etin，　XXV，2、　Winter　　　　　　poulos：nouveaux　elements　biographiques，

　　　　　1968，51sqq．，81　sq．、　fig．3－4．（16世紀）　　　　　　　　Arte　Veneta，　XV，1961，217．

　　　⑯　M．Chatzjdakis，　Recherches，　op．　cit．，314，　　　　（13）無論これらの法文Lt「は，芸術活動にのみ関わりあ

　　　　　337．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るものではなく，売買・地代家賃・貸付などの契

　　　⑰　K．Kreidl－Papadopoulos，　Die　Ikonen　　　　　　約良，遺言状，委任状などがその大部分である。

　　　　　im　kunsthistorischen　Museum　in　Wien，　　　（14）M．　Cattapan，　Nuovi　documenti，　op．　cit．，37

　　　　　1ahrbuch　der　kuns〃llistorischen　Sanllll－　　　　　　　sqq．（Andreas　Ritzosの名前はリストの66番目

　　　　　1ungen　in　Wien，　LXVI，1970，60．　　　　　　　　　　　に載っているコ）

　　　⑱　Th．　G．　Peterson，　The　Dating　of　Creto－　　　　（15）そのうちの4点（1452，1477，1491，1492年のも

　　　　　Venetian　Icons：AReconsideration　in　　　　　　の）がM．　Cattapanの論文の末尾に紹介されて

　　　　　Light　of　New　Evidence，　A〃en　rVtetnorial　　　　　　　　いる。それらによれば，　Andrea　Rizo（Andreas

　　　　　Art　Museuin　Bulletin，1972，17sq．，　fig．2．　　　　　　　Ritzos）は，船乗り兼広告屋のFrancesco　Maro

　　　⑲B．Jestaz，　dans：Ga；　ette　des　Beau．v－Arts，　　　の甥であり，金銀細工師兼船乗りのNicolo

　　　　　October　l973，26．（⑱の論文紹介）　　　　　　　　　　Ritzosと未亡人Sofia　Monovasiotiとの問に生

　　　⑩　Gazette　des　Beau．x’－Arts，　Fξvrier　l974，　p．　　　　　　　まれた子であるという。彼らの一人息子（あるい

　　　　　202，No．695（Fig．）．（下者のデータによる）　　　　　　　は少なくとも長子）だったらしい。　Andrea　Rizo

　　　（なお以上の文献のうち，③．，②，．亘，⑫，臼に　　　　　　　（Andreas　Ritzos）は，1462年にはすでにMarOla

　　　ついては参照できなかった、）　　　　　　　　　　　　　　　Turlinoと結婚していて，息子Nicoloも生まれ

（11）M．Cattapan，　Nuovi　documenti，　op．　cit．，32．　　　　　　　ていたと思われる。　Andreas　Ritzosは後に未亡

（12）このAndreas　Ritzosは，　Candiaの1557年の　　　　　人Agnese　Grittiと再婚した。

　　　売渡証書（CMertzios，　dans：Co〃lmttnication
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1499年頃まで活躍したという。両者共，その　　　るべく，弩砲手（balistarius）としてヴェネツ

居住地がBorgo　Candiaであったこともこ　　　イアのガリー船で出帆している。また，1477

の資料から知られる。Andreas　Ritzosの両　　　年の文J｝には，　Giovanni　Acotanoなる画家が，

親は1420年4月に結婚していること，およ　　　Andreas　Ritzosに諸聖人像の手本54点を売

び，彼は1451年の公証’文書にすでに〈画家〉　　　り渡すことに同意した旨が記されているが，

（Pinctor）として言及されていることなど　　　このGiovanni　Acotano（1436－1477活躍）（16）

から，M・Cattapanは，　Andreas　Ritzosは　　　は，　M．　Cattapanが指摘したとおり，　Andreas

1420－21年頃生まれたのであろうと推定して　　　Ritzosの師であったと思われる。

いる。1452年の公証文書によれば，Andreas　　　Andreasの息子Nicolaosについては，1460

Ritzosはこの年の1月に，ギリシアおよびコ　　　年頃生まれたと推定される（17）が，彼もまた画

ンスタンチノープルをトルコ人の攻撃から守　　　家となった。Nicolaos　Ritzosは，　Sarajevo

（16）Giovanni　Acotanoは，これらの丁本の一部を彼　　　　　　　Peterson，　Crete，　op．　cit．，85を参照。

　　　　の兄弟である，画家Angelo　Acotano（1438－　　　　（20）遅くとも1792年以来FiesoleのSan　Girolamo

　　　　I450活躍）から受け継いだ。この兄弟画家につ　　　　　　　教会にあったこのイコンについては以下の文献を

　　　　いては，M・Cattapan，　Nuovi　documenti，　oρ・　　　　　　参照。　A．　L．　Frothingham，　Byzantine　artistes，

　　　cit　，33；M．1．　Manousakas，　E．　Diathiki　tou　　　　　　op．　cit．，45　sqq．，　pl．　X；H．　E．　Keyes，　The

　　　Agge｜ou　Akotantou（1436），　Agnoston　Kriti－　　　　　　Princeton　Madonna，　op．　cit．，210　sqq．，　fig．1；

　　　kou　Zographou，　De／tion　tis　ChristianiA’　is　　　　　　Cl．　M．　Henze、　Mater，　op．　cit．，18，　Fig．23；F．

　　　Archaio／ogikis　Etairias，　I　l，1960－61，139　sqq；　　　　　　Willumsen，劫∫α”le∬e，　op．　cit．，56，　plate；Ph．

　　　C．Mango，　The　Art　of　the　B．i＝antine　Empire，　　　　　　Schweinfurth，　Gesc／iichte，　op．　cit．、403　sq．，

　　　312－1453（Sources　and　Documents），　New　　　　　　　　Abb．154；S．　Bettini，　La　1）ittlli・a　di　icone，　op．

　　　Jeresy　1972・258　sq・を参照，　　　　　　　　　　　　　　　cit．，19，21，23，　Tav．1；O，　H．　Giglioli，　Cata－

（17）Nikolaos　Rjtzosは1486年以前にすでに結婚し　　　　　　　10go　cle〃e　co∫e　cl’arte　e　di　antichitd　d’ltalia，

　　　　ているので，M・Cattapan（Nuovi　Documeni，　　　　　　Fiesole，　Roma　1933，202；S．　Bettini，　La　pit・

　　　oρ・cit・・32）は・彼の生年を1460年頃と推」ピし　　　　　　tltra　bizantina，1，　Firenze　1938，57　sqq．；W．

　　　た。Nikolaos　RitzosについてはW・Felicetti－　　　　　　Felicetti－Liebenfels，　Geschichte，　oP．　cit．，9L，

　　　Liebenfels，　Geschichte，　op．　cit．，94を参照。　　　　　　　　Taf．110B；LMarcucci，11）ipinti　Toscani，　op．

（18）LMirkovi6，　Die　italo－byzantinische　Ikonen－　　　　　　cit．，83　sq．，　Fig．28；Th．　G．　Peterson，　Crete，

　　　maler－Familie，　op．　cit．，133　sq．，　Abb．66；V．　　　　　　　Op．　cit．，84，　Fig．3．

　　　Djuri6・Icδnes・op・cit・・115（N°・52），　pl・LX－　　　　（21）CRicci，　La　R．（7a〃eria　di　Parma，　Parma

　　　XII；A．　Xyngopoulos，　Esqui∬e，　op．　cit．，163．；　　　　　　1896，350；O．　Wulff－M．　Alpatov，　Denkmdiler，

　　　K．Kreidl・・Papadopoulos，　Die　Ikonen，　oρ．　cit．，　　　　　　op．　cit．，222　sqq．，　Abb．95；Cl．　M．　Henze，

　　　Abb・　67・　　　　　　　　　　　　　M・ter，・p．・it．，21；R．・．　M・・1・，　Th・・D。，。1。p，

（19）例えば，Sarajevoのイコンにおける「玉座につ　　　　　　rll（・nt，　op．　cit．，547，　Fig．297；L．　Mirkovi6，　Die

　　　　くキリスト・は・A・d・ea・Rit…のTvこなる・　　　　」t・1・－by・anti・i・ch・lk…nm・1er－F・mili・，。P．

　　　Patmosのイコン（図9および註26参照）にお　　　　　　　cit．，129　sqq．，　Abb．64．

　　　けるそれと比較できる。　この点に関しては・V・　　　　（22）このタイプは，i）tii通には一受難のマドンナ．

　　　Djuri6，1c6nes，　op．　cit．．56およびTh．　G．　　　　　　　（Madonna　della　Passione；Passionsmadonna）
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の占教会にあるイコン（37・8×33・4cm）「’18）に　　　知られていなかった．現在，この東京のイコ

Xε1ρ～Veh’oλdfouρ1τζoo　vlδ9τ00μal＾στρoひ　　ンをも含めて、　Andreas　Ritzosのサイン入り

’ん飯60ひと署名している。このSarajevoの　　　のイコンは合計9点知られている。まず、
一デエシスニのイコンの周辺に描れた祭礼図　　　FiesoleのMuseo　Bandini（N・．3886；103×84

像の内・「キリスト昇ノ〈：図は、国立西洋美　　　cm）（20）ならびにParmaのGalleria　Reale（N・．

術館のイコンのそれと構図がほとんど一致し　　447；104×80cm）（21）にある，いわゆる「受

ていて興味深い・Nicolaosは父のAndreas　　難のマドンナニ（カπαレαγ1ατ06πdOoog）（22）

の様式を踏襲した画家であった（19）。　　　　　　　のタイブの聖母子像イコン（図6・7），およ

　Andreas　Ritzosの作品については、まだ充　　　び，　RomaのMuseo　del　Camposanto　Teuto一

分な研究がなされていない，特に匡粒：西洋美　　　nicoにある，大天使ミカエルおよびガブリエ

術館所蔵のイコンについては、これまで全く　　　ルを伴う，いわゆるHodegetriaのタイブの聖

と呼ばれていろが・M・Chatzidakis（lcδnes，　　　　　　（in：Arch．　Ephimeris，1953－1954，87　sqq．，　Fig．

op・cit・・　40　sq・）は『一 受難のシンポルのマドンナ」　　　　　　1）が指摘したように，このタイブの前段階と8，

（Vierge　aux　Symboles　de　la　Passion）がこのタ　　　　　　いうべき聖母f像は，すでに［li期ビザンチンの作

イブの名称としてよりふさわしいと提i1昌している．　　　　　　例（例えば，キプロス島のArakos修道院教会の

このタィフ∪）マドンナの特色は・画面ヒノ∫の／ll右　　　　　　　1192年の壁画）に見出される。その上，　M．

に小さく描かれた大大使ミカエtしおよびガプリエ　　　　　　Cattapan（Nuovi　documenti，　op．　cit．，30）に

ルが，振り向いている幼児キリストに、彼の将来　　　　　　　よれば，「受難のマドンナニのイコンは，すでに

の受難を象徴する道具（槍，釘、酢を含・Lだ海綿　　　　　　　101［1：紀，クレタ島に存在していたという。14世

の入っている容器，1’字架）を’ドすのてあろが，　　　　　　　紀のマケドニアの壁画（例えばKonde）におい

その際，嬰児が死の恐怖に襲われて母のr・にしが　　　　　　　て｛ソ類似の作例がある。現在のところ，Andreas

みつき，幼f’のノ【1足からサンダルが抜け落ちてい　　　　　Ritzosのイコンと1司じタイプの「受難のマドン

るという点にある、幼児キリストが死に恐れ1栗く　　　　　　　ナ」の作例（ま約90点知られている（M．Cattapan

様はまた，たいていガプリエ・レのド方にll｝き込ま　　　　　　　による）が、それらの大部分はくホスト・ピサン

れたラテン語な1・・しギリシア語・r）四行詩（Tetra一　　　　　　　チン．の　クレタ派．イコンである（これに関し

stichon）の・｜・でも述べられている、　Qui　primo　　　　　　　ては註127言、参照）・「受難iのマドンナ．．のタイブ

candissime　gaudium　indixit　l　prehindicat　nunc　　　　　　　は171H：紀以後ロシアではStrastnajaの名のもと

passionis　signacula；Carnem　vero　Christus　　　　　　に，また1866年以降ローマ・力トリック教会に

moralem　inductus／timensque｜etum，　talia　　　　　　　おいてtMater　de　perpetuo　succursu（「絶え

pavet　cerneno．ギリシア語銘については、　S．　　　　　　ざる御助けン）聖母」）の名のもとに人々の問に行

Bettini，　Padova　e　rarte　cristiana　d℃riente，　　　　　　　渡っていった．．今llでもわれわれは，カトリ・，ク

Atti　del　R．1stituto　Velleto‘／i∫ien：e，　Lettei・e　　　　　　教会で　受難のマドンナーの御絵を入丁・できる。

ε∂／lrti，　Parte　seconda、　XCVI，264を参照．　　　　　　　　　日4sにおいては，鎌含llf・雪の下，京都府・網野，

「受難のマドンナ」∪）タィフ』はかつては，O．　Wulfr　　　　　　滋賀県・長浜、大阪府・吹UI，福1剛｜～・水巻など

一
M．Alpatov（DenA’niiiler，　op．　cit．，222　sq．）　　　　　　　の各カトリック教会が、「絶えざる御助けの聖母」

やPh．　Schweinfurth（Gesc・hichte，　op．　cit．，403）　　　　　　　に捧げられ”（1．・る，鎌汀の雪の下カトリック教会

などによってAndreas　Ritzosにより創り出され　　　　　　　のファサードには，一’受難θ）マドンナ．」のタィブ

たものと考えられた　しかしながら，G．　Soteriou　　　　　　　の聖母子像がモザイクで表わされている，
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母子像イコン（23）には，いずれもラテン語で　　　名されていたはずであるが，現在では署名の

Andrea　Rico　de　Candia　pinxit（Fiesoleおよ　　　一・部…・de　Candia　pinxitが残っているに過

びRomaのイコン）ないしAndreas　Ricio　　ぎない（25）。

de　Candia　pinxit（Parmaのイコン）と署名　　　　これらの，ラテン語による署名のイコンに

されている。ここでRico（Rizo－Rigo一　　対して，次に，ギリシア語で署名された一

Ritzoのように読まれる）というのは，ギリ　　　連の作品が挙げられる。　Patmos島の聖ヨハ

シア語のPitzocのラテン語風の書換えであ　　　ネ修道院にある「パントクラトールのキリス

り，これは語源学的にはイタリア語のRiccio　　　ト」（図9）（26）および「玉座につくテオトコ

に相当する。第四番目の署名入り作品は，　　　ス」（27）の両イコン，さらに，J・H・S（Jesus

Ston（ダルマチア）の聖Blasius教会にある　　　Hominum　Salvator）の文字が大きく描かれ

「受難のマドンナ」のイコン（100×82cm，　　　ているイコン（現在の所在地は筆者には不明，

図8）（24）であり，ここでも先の作品同様に署　　図10）（28），TorinoのGalleria　Sabaudaにあ

　　　なお，「受難のマドンナ」のイコノグラフィーに関　　　　（25）この銘は，現在では保存．Lの理山から剥がされ，

　　　しては，この註ですでに引用した文献のほかに次　　　　　　　（Stonの）・d祭館に保管されている。

　　　のものがある。C1．　M．Henze，　Mater，　op．　cit．；S．　　　（26）A．　Xyngopoulos，　Esquisse，　op・cit・，162，　pL

　　　Bettini，　La　pittttra　di　icone，　op．　cit．，20　sqq．；　　　　　　　　　　42／2．

　　　C．Henze，1）as　Gnadenbild　von　der　Mutter　dei’　　　（27）このイコン（図版としてはまだ未紹介）の写真は

　　　i’n／nerwdhrenden　Hilfe，　Bonn　l933；L．　Mir一　　　　　　入手できなかった．なお，　Andreas　Ritzosが

　　　kovi6，　Die　italo－byzantinische　Ikonenmaler－　　　　　　　Patmos島の福音記者聖ヨハネ修道院のために仕

　　　Familie，　op．　cit．，；C．　Henze，．4〃．～獅〃1↓c／1ρ　　　　　　　　事をしたことについては　A．　Xyngopoulos，

　　　Geschichte‘des　Muttergottesbildes　von　der　im－　　　　　　Esqui∬e，　op．　cit．，162　sq．およびM．　Chatzi－

　　　merivdihrenden　Hitfe，　Rom　l　939；W．　Felicetti－　　　　　　dakis，　Contribution　a　retude　de　la　peinture

　　　Liebenfels，　Geschichte，　op．　cit．，90　sqq．；B．　　　　　　　　　post－byzantine，　VH「e〃ε〃∴∫〃7ρ　Contemporain

　　　Rothemund，　Handbttch，　op．　cit．，92　sqq．；H．　　　　　　　（Le　Cinq　一　centieme　Anniversaire　de　la　Prise

　　　Hallensleben，　Das　Marienbild　der　byzanti－　　　　　　de　Constantinople），Athさnes　1953，　Extrait，　p．

　　　nisch－ostkirchlichen　Kunst　nach　dem　Bil－　　　　　　　13を参照。

　　　derstreit，　in：Le．yikon　der　christlichen　Ikono－　　　　　（28）A．　Xyngopoulos，　Esquisse，　op．　cit．，279　sq．，

　　　graphie，111，　Rom－Freiburg－Basel－Wien　1971，　　　　　　pl．　63／2．このイコンはかつて売りに出されてい

　　　173sqq．；Th．　G．　Peterson，　Crete，　op．　eit．，57　　　　　　　たものであるが，その後行方不明になったらしい。

　　　sqq．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）A．　Mufioz，　Ikonografia　deUa　Madonna，　Firenze

（23）このイコンの写真（これまで図版として未紹介）　　　　　　　1905，183，Tav．136；N．　P．　Kondakov，1kono一

　　　は入子できなかった。このイコンについて触れて　　　　　　8吻加，op．　ciL，142；F．　Willumsen，　La

　　　いる文献には以下のものがある。Cl．　M．　Henze，　　　　　　ノeunesse，　op．　cit．，54，57　sqq．，　pl．1；S．　Bettini，

　　　Mater，　op．　cit．，21；Ph．　Schweinfurth，（元e－　　　　　　　　　La　pittura　di　icone．，op．　cit．，19，　Tav．　II；Th．

　　　schichte，　op．　cit，404（Anm．　D；S．　Bettini，　La　　　　　　　G．　Peterson，　Crete，　op．　cit．，83，　Fig．5．

　　　pittura　di　icone，　op．　cit．，22．　　　　　　　　　　　　　（30）Th．　G．　Peterson，　Crete，　op．　cit．，82（note　76）．

（24）V．Djuri6，　Ic6nes，　op．　cit．，114（N°．5｜），　pL　　　　　（31）Andreas　Ritzosまたは彼のアトリエに帰せられ

　　　LXXL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている一受難のマドンナーのイコンとしては，
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る「聖母の死（コイメシス）」のイコン（58×　　　るAndreas　Ritzosの署名入り作品の中で，

46cm，図5・4）（29），および，国立西洋美　　　東京のを除くと唯一一の大構図イコンであるが，

術館の「キリスト昇天」のイコン（P－’・408，　　サインの書体（図4）および人物像の様式共

72×47cm，図1）がそれで，いずれもXε1ρ　　に国立西洋美術館のそれ（図3）と一致して

’んδξoり．Piτζovと署名されている。これら　　　いる。例えば，　Torinoのイコンにおける聖

の内，J・H・Sの文字が描き込まれているイ　　パウロ（ベッドの向う側で身を屈めている）

コンは，その他の署名入りの作品と較べて，　　　の頭部は，東京のイコンのそれ（聖母の左側）

様式的に非常に異質であり，いわばイタリア　　　に比較できる。

風のものである。Th．　G．　Petersonは，このイ　　　　これらの署名入りの作品のほかにも，　An一

コンが実際にAndreas　Ritzosの手になるの　　　dreas　Ritzosに帰せられるイコンは少なくな

かどうか疑問を投げかけている（30），Torino　　　く、特に「受難のマドンナ」のレプリカは数

の「聖母の死」のイコンは、ga　k’知られてい　　　多く伝えられている（3”が，これらの中で彼

RethymnonおよびBari（この両者については　　　　　　　　はないかと推定している．）

註32・33参照）にあるものを除いて，以下のイ　　　　　　　豆　Patmos島，福音記者聖ヨハネ修道院，聖

コンが挙げられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Christodoulos礼拝堂。　Lit．：A．　Marava－

Die　Andreas　Ritzos　oder　seiner　Werkstatte　　　　　　　　Chatzinicolaou，　Patmos，　op．　cit．，　pl．

zugeschriebenen　Madonnen－lkonen、　mit　Aus－　　　　　　　　XXXII／56；M．　Chatzidakis，1cbnes，　op．

nahme　von　denen　in　Rethymnon（siehe　Anm．　　　　　　　　　cit．，40．

32）und　Bari（siehe　Anm．33）：　　　　　　　　　　　　　雀　Almeria（スベィン）。　Lit：Cl．　M．　Henze，

①Roma，　Sant’　Alfonso　surl¶Esquilina．　Lit．：　　　　ルVater，　op．　cit．，18，　Fig．18；S．　Bettini，　La

　　G．Gerola，ルtonumenti　Veneti，　op．　cit．，　　　　　　　　pittttra‘／’icone、　op．　cit．，20；L．　Marcucci，

　　304，Fig．373；CL　M．　Henze，　IVater，　　　　　　　　11）ip　inti　Toscani，　op．　cit．，83．

　　op．　cit．，　Fig．10；LMarcucci，1Dipinti　　　　　　　ξ1，⑥，　Z：Leningrad，ロシア博物館（3点の

　　Toscani．　op．　cit．，83；B　Rothemund，　　　　　　　　　　「受難a）マ　ドンナ」イコン）。　Lit．：N．　P．

　　Handbuch．　op．　cit．，94（Anm．2）；S．　Bet－　　　　　　　　　Li6hacew，　Materialien　zur　Geschichte　der

　　tini，　La　pittura　di　icone．，　op．　cit．、20　sq．　　　　　　　　　　　　　　russischen　　lkonen’nalesei　（russisch），　1，

　　（このイコンは，言い伝えによれば、1498年　　　　　　　　Leningrad　l906，215，　Abb．63－65；H．E．

　　にクレタ島からローマに齋されたというz　　　　　　　　　Keyes，　The　Princeton　Madonna，　op．cit．，

　　S，Bettiniは，この作品をAndreas　Ritzos　　　　　　　　　Fig．3－5．

　　の最初の「受難のマドンナーイコンと考えて　　　　　　　　こソ）他，Parmaにある「授乳するマドンナ」の

　　いる。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イコン｛」N．LichaζevはAndreas　Ritzosの作

②princeton，　University．　Lit．：H．E．　Keyes、　　　品とみなしている。

　　The　Princeton　Madonna，　op．　cit．，　Fig．2；　　　　　　亘　Parma，　Galleria　Reale，　No．441．　Lit．：N．

　　L．Marcucci，1Dipinti　Toscani，　op．　cit．，　　　　　　　　Lichaξev，　Istoriceskoe　znacenie　italo－

　　83；Th．　G．　Peterson，　Crete，　op．　cit．，76　　　　　　　　　βrecesA’　o．i　ikonop　isi　izobrazen　iy’a　Bogomateri，

　　sqq．，　Fig．4；idem，　The　Dating，　op．　cit．，　　　　　　　　　Leningrad　1911，17．

　　18．（Th．　G．　Petersonは，このイコンを

　　Andreasの息子Nikolaos　Ritzosの作、1∴で
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の手になることが確実と思われるのはとりわ　　　様式的・図像学的問題に移る前に，ここで，

け，Retyhmnon（クレタ島）↓こある大きな　　Andreas　Ritzosの出身地クレタ島の絵画史的

「マドンナ」のイコン（32），およびBari（南イ　　　背景，いわゆるくクレタ派〉ないしくクレタ＝ヴ

タリア）のSan　Nicola聖堂にあるトリブテ　　　ェネツィア派・（35）の問題について，最近の研

イコン（図11）（33）である。Bariのイコンは，　　究を踏まえて略述しておきたいと思う。1916

中央に「受難のマドンナ」，左右にそれぞれ　　　年にG．Millet（36）によって提唱された〈クレ

福音記者聖ヨハネおよび聖ニコラウスを表わ　　　タ派〉と，今我々が問題とする〈クレタ派〉

している。M．　Cattapanの指摘によれば，こ　　　（ないし〈クレタ＝ヴェネツィア派〉）とは本

のイコンには，注目すべきことに，1451年と　　質的には同一ではなく，時代的にも少なから

いう年記が入っているという（34）。この年に　　　ずずれがあること，さらにまた，前者は主と

初めてAndreas　Ritzosは，すでに触れた公　　　してモニュメンタルな絵画に関わるのに対し

証文書の中で，〈画家〉として述べられている　　　て，後者はイコンの絵画がその中心となるこ

のである。Bariのイコンにおける聖ニコラウ　　　と，これらへの留意が肝要であることをまず

ス像は，東京のイコンのそれと驚くばかりに　　　指摘しておきたい。パレオロゴス朝絵画にお

一致しているため，この両者の作者が同一で　　　けるくクレタ派〉およびくマケドニア派〉と

あることは最早疑い得ないといえよう。　　　　　いう，ピサンチン美術史学上影響が著しかっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たG．Milletによる両概念は，　Ch．　Diehl，　P．
　　　　　　　　　　皿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Muratoff，　N．　V．　Lazaref，　M．　Chatzidakis，　G．

　さて次に，国立西洋美術館所蔵のイコンの　　　A．Sotiriu等により修正され，その結果次の諸

（32）このイコンには促Kvρξcvτ面〆4γγξλωレとい　　　　（36）G．　Millet，　Recherches　sur　l’iconographie　de

　　う銘がある。文献：Cl．　M．　Henze，　Mater，　op．　　　　　　1・Evangile　au．y　X∬Ve，　XVe　et　XVIe　s　ie，　c　les，

　　cit．，18　sqq．，　Fig．24；S．　Bettini，　La　pittura　di　　　　　　　Paris　lgl6，630　sqq．，661　sqq．；idem，　L’art

　　icone，21；M．　Cattapan，　Nuovi　documenti，　　　　　　des　Balkans　et　rltalie　au　X川siさcle，　Atti　del

　　oρ．c∫τ．，30．　　　　　　　　　　　　　　　　レCo〃gresso　1〃ernazio〃ale‘〃Studi捌za〃’加’，

（33）F．Caraballese，　in：Bari，　Istituto　Italiano　　　　　　　　II，　Roma　l940，275．

　　d’Arte　Grafiche，　Bergamo　1909，132；Cl．　M．　　　（37）G，　A．　Sotiriu，　Die　byzantinische　Malerei　des

　　Henze，　Mater，　op．　cit．，9，17，42，　Fig．20；　　　　　　　14．　Jahrhunderts　in　Griechenland，　eEλληycrcAr，

　　M．Cattapan，　Nuovi　documenti，　op．　cit．，29，　　　　　　1，1928；M．　Hadjidakis，　Rapports　entre　la

　　32；Th．　G．　Peterson，　The　Dating，　op．　cit．，21　　　　　　peinture　de　la　Mac6donie　et　de　la　Crさte　au

　　（note　23），　Fig．2；V．　Fortunati（ed．），　San　　　　　　　　XIVe　siさcle，　Actes　dtt　IXe　Congr冶s　interna－

　　～Vicola，　Bari，　Bologna　n．　d．，24．なお，ここに　　　　　　　　tional　des　e’tudes　b｝’zantines　a’　Salonique（1953），

　　掲載できた図版（図ll）は，お茶の水女子大学　　　　　　　1，　Athさnes　l955，136　sqq．；M．　Chatzidakis，

　　教授柳宗玄先生の御好意によるものである。　　　　　　　　　Icδnes，　op．　cit．，　xxxviii；idem，　Toichographies

（34）M．Cattapan，　Nuovi　documenti，　op．　cit．，29．　　　　　　　Stin　Kriti，　KritiA’a　Ch’・o’iika，　VI，1952，59　sqq．

（35）この流派の名称の問題については以ド25頁を参　　　　（38）M．Hadjidakis，　RapPorts、　op．　cit．，138；V．　N．

　　照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lazarev，　Stot’ia　de〃a　Pittttra　Bi．7．antina，　Torino
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点が指摘されてきた．：すなわち、14世紀のク　　　1669年にトルコ人の手に落ちるまでヴェネツ

レタ島の壁画にはくマケドニア派・の特徴を　　　イア人の支配ドにあった（42）。1453年にコン

示すものも見出されること（37）、パレオロゴス　　　スタンチノーブルが陥落して，トルコ人によ

朝時代のクレタ島は，その影響がAthos山や　　　りギリシア領域が侵略されて以後，クレタ島

Mistraのf1多道院などに及ぶほどの重要なilT　　は，いわゆる、：ポスト・ビザンチン）；・絵画の

心地ではなく，むしろローカルな一・中心地に　　　歴史上きわめて重要な役割を演ずるに至った

過ぎなかったこと（38）、G．　Milletのいう＜：クレ　　が（43）、それは、すでに151比紀初頭コンスタン

タ派〉様式というものは結局のところ，首都　　　チノーフ』ルから、そして，1453年以降はベロポ

コンスタンチノーブルの芸術に直接つながる　　　ンネソス半島のMistraからギリシア人画家

ものであること（あるいはくクレタ派　様式　　　がクレタ島に遁れてきて（44），こうしてビザン

そのものが典型的にコンスタンチノープノレ的　　　チン帝国最後の美術の伝統がクレタ島で受け

なものであること）（39），さらにまた、両流派　　　継がれてゆくことになるからである。その中

は同時代的に並存していたのではなく，特に　　　心地はCandiaで、ギリシア人の画家達はこ

首都の芸術における連続した二つの発展段階　　　こを足場として，ギリシア正教の修道院など

ではないのかという疑問（40）などである。従　　　の壁画・イコンの注文に応じていた。例えば，

って，今「1ではG．Milletの・こクレタ派．』およ　　16世紀（1527－1573）にはAthos山（Lavra，

び⇔ケドニア派〉の理論は最早そのままで　　　Xenophontos，　Dionysiou，　Docheiariou等）や

は通用しない（41）。　　　　　　　　　　　　　Meteoraの修道院の壁画は，その大部分がク

　クレタ島は，周知のごとく，1204年以降，　　　レタ島からきた画家の手によって描れたので

　　1967，356sq．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42）Gerland，　Creta　als　venezianische　Kolonie

（39）Ch．　Diehl，　La　derniere　Renaissance　de　rart　　　　　　　（1204－1669），　Historis（’hes　Jahrbttch，（MUn－

　　byzantin，　Choses　et　gens　de　B．i’：ance，　Paris　　　　　　　　　　　chen）　1899；G．　Giug．eppe，　Candia　alFepoca

　　l926，159；idem，　Manttel，　op．　cit．，719；V．　N．　　　　　　　　veneziana、　Rassegna　interna：　ionale，1901．

　　Lazarev，　Storia，　op．　cit．，356　sq．　　　　　　　　　　　（43）これに関してはK．　Kreidl－Papadopoulos，　Die

（40）P．Muratoff，　La　peintttre　b．i’：a’rtitle，　Paris　l935，　　　　　　Ikonen．　op．　eit．，58　sqq．；A．　Embiricos，　La

　　150；V．N．　Lazarev，　Storia，356．　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rρnaissance　Crtitoisρ，　X　Vle　etXVIIIe∫匡～c1ρ∫，

（41）これに関しては，特にO．Demus、　Die　Entstehung　　　　　　　Paris　l960を参照一．

　　des　Palaologenstils　in　der　Malerei，　Berichte　　　　（44）例えば、コンスタンチノーブノレの画家Nicolaos

　　zlltll　XL　Internationalen　Bv：antinisten－Kon－　　　　　　　　Philanthropinosは1419年に，同Alexios　Ap一

　　溜Wβ，MUnchen　I958，　IV，2，　l　sqq．を参照，な　　　　　　　okavkosは1421年頃、また，ミストラの画家

　　お、D．　T．　Rice（Cretan－Byzantine　School，　in：　　　　　　　Xenos　Dighenisは1461年にクレタ島に遁れて

　　Enq，ctopedia　o∫World　Art，　IV，　New　York一　　　　　　きたc．これに関するilT一文献については，　M．　Cha－

　　Toronto－London　1961，73）は，：マケドニア派／　　　　　　　　　tzidakis，　IcOnes，　op．　cit．，　xxxvlll，　note　7　et　8

　　の代りに，，Revival　Style　l“，／クレタ派．・の代り　　　　　　　を参照。

　　に，，Revival　Style　II“という名称を提u昌してい

　　る。
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ある（45）。それらの中で最大の画家は、16世　　　定されていたケースも稀ではない。例えば

紀前半（1527－1559）に活躍したTheophanes　　Andreas　Ritzosの場合がそうだった。このた

Strelitzas（Bathas）（46）であるが，彼はかつて　　　めくクレタ派ノの始まりについては，近年ま

くクレタ派ノの始祖と考えられた画家であ　　　で漠然と考えられていたに過ぎなかった。と

る。M．　Chatzidakisによる近年の研究では，　　　ころが，すでに触れたように，14世紀および

Athos山のLavra，　Protaton，　Stavronikitaの　　　15世紀のクレタ島における絵画の制作活動に

各fl多道院にあるイコンのうち，かなりのもの　　　ついての新・jj実が，　M．　Cattapanによって明

がTheophanesの作品であることも指摘され　　　らかにされたのである（48）．　M．　Cattapanが

ている（47）。　　　　　　　　　　　　　　　　　調査した，クレタに関する占文書のうち，13

　〈ポスト・ビザンチン〉のくクレタ派絵画　　　世紀のものには画家の名前が一人も見出され

は，壁画にせよ、イコンにせよ，パレオロゴ　　　ないことから，彼は，1300年以0∬のクレタ島

ス朝のビザンチン美術を基礎としている。16　　ではまだ絵画制作が活滋ではなかったと推

世紀・17世紀にクレタ島出身の画家によって，　　定し，一方，141H：紀においては30人以Eもの

クレタ島自身，およびヴェネツィアその他で　　　画家名をリストアップして発表している。し

製作されたイコンについては，これまでにも　　　かも注目すべきことに，これら14世紀の画家

多数知られていたが，16世紀以前の作例に関　　　のうち，かなり多くの者がヴェネツィアから

しては不明の点が多かった。作品そのものが　　　クレタ島に来てアトリエを構えていたらしい

現存し，しかもそれが署名入りの場合でも，　　　ことが，彼らの名前（49）から推定できるのであ

その画家の活躍した時期がはっきりしていな　　　る。同様にして，当時，コンスタンチノープル

いため，実際よりも一世紀も後の画家と推　　　やキプロス島からも画家がクレタ島に来て活

（45）G．Millet，　Recherches，　op．　cit．，659　sqq．；M．　　　　　　di　Venezia．　Fantino　Morante　di　Venezia，

　　Chatzidakis，　Recherches，　op．　cit．，18sqq．；A．　　　　　　Nicola　Storlado　di　Venezia．（M．　Cattapanの

　　Xyngopoulos，　Esqttisse，　op．　cit．，94　sq．アト　　　　　　リスト番U・3，4，　l　l，16，29，30参照。）

　　スll1の壁山の図版についてにG．　Millet，　Mo’lu－　　　　（50）Teodoro　Musele　di　Costantinopoli，　Giorgio

　　illelltS　c／e　l’！lthos，1，　Lesρeintbl’‘es，　Paris　1927　　　　　　　　　Crisokefalo　di　Costantinopoli，　Bailiano　Catel一

　　を参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lano　di　Cipro．（M．　Cattapanのリスト番号14，

（46）この1両家に関しては次の文献を参照，A．　Em－　　　　　　　18，19参照）

　　biricos，」L’6cole（7・εro∫ぷρ，　op．　cit．，86　sqq．；M．　　　（51）M．　Cattapan，　Nuovi　Documenti，　op．　cit．，34．

　　Chatzidakis，　Recherches，　op．　cit．，310　sqq．；　　　　　　　　なお，1500年以前のクレタ島の美術とヴェネツ

　　A．Xyngopoulos，　Esquisse，94　sqq．　　　　　　　　　　　　イアのそれとの関係については次の研究があるが，

（47）M．Chatzidakis，　Recherches，　op．　cit．，323　sqq．　　　　　　この文献は入丁できなかった。　M．　Chatzidakis，

（48）M．Cattapan，　Nuovi　documenti，　op．　cit．，34　　　　　　Essai　sur　recole　dite　italo－grecque，　pr6cede

　　sq．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d’une　note　sur　les　rapPorts　de　rart　venitien

（49）Michele　Venier，　Ottorino　Venier，　Gioacchino　　　　　　　avec　rart　cr6tois　jusqu’a　1500，　dans：Vene：ia

　　Tedaldo　di　Venezia，　Benedetto　Gradenigno　　　　　　　　　　e　il　Levante戸〃o　al　1500，　Is　Congresso　inter一
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躍していたことも知られる（50）rM．　Cattapan　　　で，18世紀に至るまで存続することになる

の指摘するように、1300年以降のクレタ島で　　　・クレタ派・（あるいはミクレタ＝ヴェネツィ

は，ビザンチン様式に従う　東方風のヴェネ　　　ア派）の起源は，このようにして，14　Ut紀，

ツィア人画家がますます多くなってゆき（51）、　　つまり　ポスト・ビザンチン〉以前と考えら

こうして，西欧の画家達の影響のもとにクレ　　れるが，しかし，IXクレタ派〉が重要な意味

タの画家達は，彼らの作品に署名することを　　　をもつのは15世紀以降である。15世紀にクレ

学んだものと思われる．署名という習慣は，13　　タ島（主としてCandia）で活躍した画家の

世紀以前のビザンチン・イコンにはなかった　　　名前は、M．　Cattapanのリストにより，　l　l4

ことである（52）。ビザンチン様式を墨守した　　　人も知ることができるが，しかしながら，こ

Andreas　Ritzosの場合，その署名入りイコン　　　のうち署名入りの作品（イコン）が確認で

合計9点のうち，1点（ギリシア語のサイン人　　　きるのは，15世紀後半に活躍した，Andreas

り，図10）が例外的にイタリア様式の影響を　　　Ritzos，　Nikolaos　Ritzos（54），　Antonios　Papado一

強く受けているという点、および，国立西洋　　　poulos（55），　Andreas　Pavias（56），　Fra’Antonio

美術館のイコンにおいて、ギリシア・イコン　　De　Nigroponte（57），　Nicholas　Zafuris（58）の

中ほとんどその作例がない、ローマの殉教者　　　わずか6人のみである．Andreas　Paviasも，

聖セパスチアヌスが表わされているという点　　　Andreas　Ritzos　l・　iJ様，近頃まで16世紀に活躍

なども，クレタ島とヴェネツィアのこのよう　　　したと考えられていたイコン画家である。こ

な交流関係からして理解できよう（53），　　　　　のように、年代および作者のはっきりしてい

　1669年にクレタ島がトルコ人の手に落ちて　　　る15世紀のくクレタ派ノイコンは，16世紀な

以後も，ヴェネツィアのギリシア人居留地区　　　らびに17世紀のものに較べると，その数があ

　　nationale　di　studi　della　civilta　veneziana，　　　　　　　menti，　op．　cit．，33）。　Antonios　Papadopoulos

　　Istituto　G．　Cini、　Giugno　l968，　ed．　A．　Pertusi．　　　　　　　の署名人りイコン（Galaktotrophusa）はPinaco－

（52）D．T．　Rice，　Bv：anti’lisc／le　Kunst，　MUnchen　　　　　　teca　Vaticanaにある（A．　Mufioz，1（～uadri

　　1964，384；idem，　Beginn　ttnd　Entit・icA’lttng　　　　　　　　ゐたαη〃〃∫della　Pinacoteca　Vaticana，　Roma

　　christlicher　Kunst，　K61n　l　961，190．　　　　　　　　　　　　　　1928）

（53）Andreas　Ritzosの一受難のマドンナ…のイコン　　　　　（56）この画家についてはA．　Xyngopoulos，　Es一

　　におけるイタリア的モチーフについては，Ph．　　　　　　qttisse．　op．　cit．，173　sq．；M．　Chatzidakis，

　　Schweinfurth（Geschic／rte，　op．　cit．，404）が指　　　　　　　　　1cbnes，　op．　cit．，　xxxll，　xL，　xLIII，　xLvll；A．

　　摘している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Embiricos，　L’6co1εcrtitoise，　op．　cit．，173　sq．

（54）註17・18参照．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を参照。

（55）Le　Canea出身のAntonios　Papadopoulos　　　　（57）M．　Catatpan，　Nuovi　documenti，　op．　cit．，35．

　　（1439年）は，Giovanni　Accotano（註16参　　　　（58）K．　Kreid1－Papadopoulos，　Die　lkonen，　op．　cit．，

　　照）の弟子（多分Andreas　Ritzos｛J彼の弟j：）　　　　　　　60．

　　であり，14歳の時から5年間彼のもとで修業を

　　積んだという　（M．Ca“apan，　Nuovi　docu一
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まりにも少ない。この意味で，国立西洋美1’1『　　ギリシア人）のみならず，ローマ・カトリッ

館にあるAndreas　Ritzosのイコンは，きわ　　　ク圏（とりわけヴェネツィア人）の需要にも

めて貴重な15世紀の作例であることはいうま　　　答えて制f乍したのである（59）。Andreas　Ritzos

でもない。いずれにせよ，わずか1・世紀の間　　　の署名入りイコン合計9点のうち、4点まで

に現在のところわかっているだけでもコoo人　　　もが現在イタリアに伝えられているという事

以ヒの画家の存在が知られているということ　　　実もこの関連で興味深い。

は，すでに15世紀において，くクレタ派ジ（くク　　　　16　［Yr紀前半に活躍したクレタ島出身のイコ

レタ＝ヴェネツィア派りの画家の手になる　　　ン画家の名前およびその作品は，くクレタ派＼

イコンを中心とする需要がいかに大きかっ　　　（〈クレタ＝ヴェネツィア派のの最盛期とも

たかをよく物語るものといえよう．：Andreas　　いうべき16世紀後’Pおよび1　7　1’IJr紀前半の場合

Ritzosは，すでに述べたように，〈受難のマ　　　とは異なり，それほど知られていない（59）bis。

ドンナ〉と呼ばれるタイブの聖母子像イコン　　　16世紀前半最大のクレタ島出身の画家は，す

を繰り返し描いているが，彼はある場合には　　　でに触れたTheophanes　Strelitzas（60）である

ギリシア語で，そして他の場合にはラテン語　　　が，彼は壁画を主とした。1538年から1578年

で銘を入れている。このことからも明らかな　　　までの期間に関しては，当時のCandiaの公

ように，Andreas　Ritzosを初めクレタの画家　　　証人Michael　Marasがクレタ島で活躍した

達は，ギリシア正教圏（とりわけクレタ島の　　　画家46人の名前を記録に残しているが（61），そ

（59）Ph．　Schweinfurth，　Ges（・hichte，　op．　cit．，403；　　　　　　poulos，　Esqttisse，　op．　cit．，139　sqq．；M．

　　LMarcucci，1Dipinti　Toscani，　op．　cit．，83．　　　　　　　　Chatzidakis，　O　Theotokopoulos　kai　i　Kritiki

（59）bis　I6世紀i〕｛川三の作例としては，1542年の年記お　　　　　　　Zographiki、κ〃〃んαChronikon，　IV，1950，390

　　よびEuphrosynosという署名のある一連のイ　　　　　　　　sqq．；idem，1（・jnes，　op．　cit．，51　sqq．

　　コン（Athos山，　Dionysiou）が挙げられる（M．　　　　（64）El　Grecoとビザンチン）’．”術との問題については

　　Chatzidakis，　O　Zographos　Euphrosynos，　　　　　　次の文献がとりわけ重要である．　F．　Willumsen，

　　Ki’itika　Chronika，　X，1956，273　sqq．）：．　　　　　　　　　　　La／eu’resse，　op．　cit．；R．　Byron，　Greco：the

（60）註46参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Epilogue　of　Byzantine　culture，　The　Burlington

（61）C．Mertzios，　Stachyologimata　apo　ta　Katas－　　　　　　　Mα8α2〃7ρ，　LV　1929，160　sqq．；R．　Byron－D．

　　ticha　tou　Notariou　Michail　Mara（1538－　　　　　　　T．　Rice，　The　Birth　of’　western　painting，　London

　　l578），　Kritika　Cんo’砧α，　XVI，1961，228　sqq．　　　　　　　　1930，162　sqq．；F．　Rutter，　The　Early　Life　of

（62）この画家については次の研究がある．S．　Bettini，　　　　　　　EI　Greco，　Tlie　Burlington　Mα▽αz∫〃ρ，　LX，1932，

　　II　pittore　Michele　Damasceno　e　rinizio　del　　　　　　274　sqq．；M．　Chatzidakis，　Th　eotocoρoulos　and

　　secondo　periodo　delrarte　Cretese－Veneziana，　　　　　　　　Cretan　Painting（Greek），　Heraklion　l950；A．

　　Atti　del　R．　Istituto　Ueneto　di　Scien：e，　Lettere　　　　　　　　Embiricos，　L’ticole　erOtoise，　op．　cit．，244　sqq，；

　　α／Arti，　XCIV，1934β5，331sqq．；A．　Xyngo－　　　　　　　　R．　Pallucchini，　Opere　giovanili　del　Greco、

　　poulos，　Esquisse，　op．　cit．，136　sqq．；M．　　　　　　Arte　Ueneta，　VI，1952．

　　Chatzidakis，1c6nes，　op・cit・，51　sqq．　　　　　　　（65）例えば，1570年から1640年頃の期聞には、少な

（63）この点については次の文献を参照、A．　Xyngo一　　　　　　　くとも11人ノ）クレクノ＼画家がヴヱネツィアで仕
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れ以後1　7　ILi：紀中頃までの期間についての資料　　　Michael　Domaskinosより一足前に（1567一

は残っていない．しかしながら、　クレタ派　　　1570頃）ヴェネツィアに来ている（64），14世

（くクレタ＝ヴェネツィア派）の最盛期とも　　　紀・15世紀においては、すでに触れたように、

いえるこの期間に関しては、イコン画家の名　　　ヴェネツィアのイコン画家がクレタ島でアト

前と共に，多数の作品が今IIまで伝えられて　　　リエを構える場合が多かったが，1611i：紀以後

いる・そのうち、161H：紀最大のイコン画家は、　　はその逆に，クレタ島の画家が水の都に赴き、

Candia生まれのMichael　Damaskinos（1570　　　ギリシア人居留地区でイコンの制作に携わる

一
1591活躍）であるが，彼は1577年から　　　ことが普通となった（65）：tこれと共に，西欧絵

1583年までヴェネツィアに赴いて仕事をして　　　画の影響は17世紀・の　クレタ派∴（：：クレタニ

いるく62），1573年に建築iが終った，ヴェネツ　　　ヴェネツィア派）のイコンにおいてますます

イアのギリシア居留民の教会San　Giorgio　　著しくなってゆく（66）のであるが、　Emmanuel

dei　Greciのためにイコンを制作したからで　　　Tzanes（1610－1690）（67）はイタリア絵画の

あるr概してビザンチン美術の伝統に忠実で　　　影響を最も強く受けた画家の一人である．

あったMichael　Damaskinosのf］…品におい　　　Rethymnon（クレタ島）出身のこのイコン画

ても、西欧的要．素が見出される（63）のは、特　　　家もまた，1646年にヴェネツィアに渡ったの

にこのヴェネツィア滞在のためといえよう．　　　であるが、彼はSan　Giorgio　dei　Greci教会

Domenikos　Theotokopoulos（1540－1614）も　　　の司祭でもあった．1669年にクレタ島がトル

，1‘をしていたことが知られている（M．Chatzi一　　　　　　南で夕1）アにL房を構えていたと推定したのであ

dakis．1cδne．g，　op．　cit．、47　sqq．参照）．これらの　　　　　　　るが，この可能性はきわめて薄いt、

イコン画家達は、必ずし1、すて・に　・人前の画家と　　　　　　（66）しかしながら，ヴェネツィアに来たクレタ人画家

してヴェネツィアに来たわけではなく、中にはヴ　　　　　　　達すべてがただちに西欧の影響を受けたとは限ら

エネツィア在住のクレタ人画家・り指導ノ）もとに修　　　　　　　　なかった・　これについてはA．Procopiou，　La

業を積んだ者もいた（lbid．，51sqq．，91　sqq．）・．　　　　　　　peinrtu’e　religieuse　da，rs／es　ites　ionni‘）tlnes

なお，16111：紀後’トにおけるクしクの画家および　　　　　　　pen‘tant　le　X　VIle∫’～（・le、　Paris　1935．25を参照．

学者σ）ヴェネツィア移住に関しては，D．　Geana－　　　　　　　Ph．　Schweinfurth（Geschichte，　op・cit・，411

koplos，　Greek’Scholars　in　Venice，　Cambridge　　　　　　　　sqq．）は／クレタ　ヴェネツィア派）のイコン川l

Mass，1962，41　sqq．；idem、　Bv：antineεα∫’　　　　　　家を，ピザンチン史術の伝統に忠実な者、西欧の

and」Latin〃セ∫r，　New　York　I966，114　sqq．を　　　　　　　　影響を強く受けた者、この両者の【li道を行く者、

参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これら＝部に区分している．

クレタ出身のイコン画家て南イ71Jアにr房を営　　　　　（67）Gerola，　Emmanuel　Zane　da　Retimo，　op・cit・；

んだことがわかっている場合t）ある（例えば16　　　　　　G．B．　Cervellini，　Marino，　Emanuele　e　Costan－

IH：紀前’1・：に活趾1したAngclos　Bizzamanos－．f皮　　　　　　　　　　tino　Zalle，／Vttovo　Ar（’hivio　Veneto，1906，　Co1・

は　Angelos　Bizzamanus　grecus　candiotus　　　　　　　XILp．　1、307　sqq．；S．　Marconi，　La　Raccolta

pinxit　a　Otrantoと署名している）が、それは　　　　　　　　di　lcone　veneto－cretesi　della　Comunita　Greco一

むしろ例外的なことであろ　B．Rothemund　　　　　　Ortodossa　di　Venezia、　Atti‘de〃’酎’r〃o　Veneto

（Handbueh，　op．　cit．、92）はAndreas　Ritzos￥、　　　　　　　　t／i　Scienre．　Lettere　ed　．4”ti・CV，1947・122　sqq・
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コ人によって占領されて以後，クレタ島のギ　　　ルギーに欠けているこれら無数のイコンを，

リシア人画家達は主としてヴェネツィアに移　　　約4世紀にわたるくクレタ派〉の絵画史の中に

住し，彼らは18世紀に至るまでSan　Giorgio　　位置ずけ，そこに様式史的発展を辿ろうとす

dei　Greci教会の工房で細々と制作を続ける　　　ることはきわめて難しい（70）。〈クレタ派〉

ことになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〈クレタニヴェネツィア派〉）のイコンは，

　今日，ヴェネツィアのSan　Giorgio　dei　　一方では，パレオロゴス朝美術の手本に非常

Greci教会（lstituto・ellenico　di　studi　bizantini　　に忠実であり，また他方では，西欧の影響を

epost－bizantini）には，合計170点以上のくポ　　　受けた折衷的な性格を示すからである。この

スト・ビザンチン〉のイコンが所蔵されてい　　　ことはしかも，例えば16世紀後半のMichael

る（68）。これらの作品，および，その他の美術　　　Damaskinosの場合のように（71），同一の画家

館，例えば，アテネのビザンチン美術館なら　　　においてさえも当て嵌まるのである。作者名

びにBenaki美術館，　LeningradのEremitage　　およびその画家の活躍した時期が判っている

美術館，Ravennaの国立美術館，ローマの　　　二人の作品を較べた場合でも，両者の年代が

Museo　del　Camposanto　Teutonico，　Vatican　　　少なからず隔たっているにもかかわらず，驚

の絵画館など（69）に伝えられている数多くの　　　くほど相互に一致していて，そこに様式的発

〈クレタ派〉（〈クレタ＝ヴェネツィア派〉）の　　　展などはみられないことも決して稀ではない。

イコンには，無論そのすべてに作者名および　　　その一例を挙げよう。15世紀後半に活躍した

年記が入っているわけではない。これらの作　　　Andreas　Ritzos（1420頃一1492頃）の「受難

品，どちらかといえば自律的・創造的なエネ　　のマドンナ」（図6・7・8）と，17世紀前半

（68）これらのイコンのカタログ的研究がM．Chatzi－　　　（71）註63参照。

　　dakis，∬cδnes，　op・cit・である。彼は，これらの　　　　（72）S．　Bettini，　Padova　e　rarte　cristiana　d’Oriente，

　　イコンをヴェネツィアで製作したクレタの画家の　　　　　　　Atti　del　R．1stituto　Veneto　di　Sienze，　Lettere　ed

　　活動期を三つに分類している。すなわち第一期　　　　　　　Arti，　Parte　seconda，　XCVI，270　sqq．；M．

　　1500－1570年，第二期1571－1640年，第三期　　　　　　　Chatzidakis，1c6nes，　op．　cit．，82　sqq．；A．　Em－

　　1640－1700年である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　biricos，　L’εco～θc〆6ro15e，　op．　cit．，169　sqq．

（69）これらの美術館のイコンに関するカタログのうち　　　　（73）M．Chatzidakis，　Ic6nes，　oP．　cit．，　pl．44（No．

　　重要なものは次の文献である。G．Sotiriou，　Guide　　　　　　　56）．

　　du　M姻εθbyzantin　d’Athenes，　Athさnes　1932；　　　　（74）すでに引用したくクレタ派〉関係の文献のほかに，

　　A．Xyngopoulos，　Katalog　der　Ikonen　des　　　　　　　　D．　Sissilianos〔Griechische、rkonenmaterei　nach

　　Benaki－Museums（griechisch），　Athen　l　936；　　　　　der　Eroberun8（griechisch），　Athen　1935）〕の

　　S．Bettinj，　Pitture　cretesi－veneziane，　sla　ve　e　　　　　　　研究があるが，これは入予できなかった。〈クレ

　　italiane　del　Museo　Nazionale　di　Ravenna，　　　　　　　タ派〉に関してはA．　Grabar，　L’art　du　m6γen

　　Ravenna　1940；A・Mufioz，1（～uadri，　op・cit・　　　　　　fige　en　ettrope　orientale，　Paris　I　968，87　sqq．も

（70）このような難点については特にV．N．　Lasareff　　　　　　参照。

　　（Saggi，　Op・cit・，　I　I，49）が強調している。　　　　　　　（75）V．　N．　Lasareff，　Saggi，　op．　cit．，1，17　sqq．；II，
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のEmmanuel　Lambardos（1598－1632活躍）　　せよ、われわれが今関わっているクレタの1画

（72）のそれ（73）との上ヒ較の場合である。／クレ　　　家達のイコンは、，，Maniera　Greca‘‘（76）とは本

タ派＞400年の歴史を一貫したものとして捉　　質的な関係がないし，また、，，Itab－Byzantine“

え，それを叙述する試みは、まだ今後の研究　　　（77）と呼ぶべきではないことはいうまでもな

課題として残されているσ4）。　　　　　　　　　いが、一・応総称としては，漠然すぎる嫌いが

　以一Lのように、14111：紀から17111：紀に至るま　　　あるとはいえ「クレタ派’（，，Cretan‘‘），また，

でのクレタ島のイコン絵画は多かれ少なかれ　　　主としてヴェネツィアで活躍したクレタ島出

絶えずヴェネツィアと係わりを持っていた，　　　の身両家の作品には特にくクレタ＝ヴェネツ

そのため、その作品が，，ltalo－Greek‘‘，，，ltalo一　　　イア派（，，Creto－venetian“）（78）という名称が

Cretan“，，，Creto－Venetian“あるいは，，Veneto一　　妥当であると考える・

Cretan“などと呼ばれているのであるが、こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV
こで，この名称の問題についても簡単に触れ

ておきたい。V．　N　Lazarevは14　Ilf：紀・15　ll．L一　　国｛t．1西i￥…美術館にあるAndreas　Ritzosの

紀のイコンに，，ltalo－Greek“‘という術語を使　　　イコンそのものの問題に戻ろう。15　［1　t一紀後’ド

い，これに対して161［1：紀・17［ll：紀のイコンに　　　に活躍したAndreas　Ritzosは，＜クレタ派＼

，，ltalo－Cretan“または単に，，Cretan‘’を当て　　　初期の1両家であっただけに，前代のパレオロ

嵌め，両者を時代1’1〈Jに連続した二つの発展段　　　ゴス朝美術σ9）の伝統、特に後期パレオロゴ

階を示すものとして捉えている（75）が，この区　　ス朝の様式および図像を最も強く踏襲してい

分は必ずしも適当とは思われない　いずれに　　　るt’tクレタ派　のイコン画家である。国立西

　　43sqq．　彼は16111：紀および171H：紀の：クレタ　　　　　　　はLかし，14111：紀ノ）ヴェネツfアにおいて支配

　　派．・を否定的に捉え，、、Veneto－Cretan“または　　　　　　　的てあった様式を．，Maniera　Greca‘’として捉え，

　　，，Creto－Venetain’‘という名称を川いることを拒　　　　　　　　これと　、クレタ＝ヴ＝ネツィア派．とを1司・視し

　　否している（ibid．，　Il，57）、　　　　　　　　　　　　　　　　　ている　しかしながら、14世紀のヴェネツrア

（76），，Maniera　Greca“という概念はi）sii通、13・14　　　　　　　におけるビザンチン様式は，むしろパレオロゴス

　　世紀のイタリアにおける，ビザンチン美術の　　　　　　　朝増1；1からの直接的影響とみるべきであり，ノク

　　影響を受けた作品のことを指すのてあるが、この　　　　　　　　レク派．とは結びつかないと思うtt

　　場合，そのビザンチン美術というのは，パレオロ　　　　（77）Ph．　Schweinfurth（Maniera　greca，　op．　cit．，389

　　ゴス朝のそれではなく，それより早いコムネノ　　　　　　　sqq．）の提唱した”イタロ・ビザンチン♪という

　　ス朝（1057－1185）の美術のことてある・　　　　　　　　概念は、14ill：紀から18世紀までの，ビザンチン

　　，，Maniera　Greca“一一般｛二ついてはPh．　Sch一　　　　　　様式で制f乍さA／たイタリア系の作品を指す、

　　weinfurt，　Ges（・hichte，　op．　cit．，　358　sq．；　　　　　（78）Th．　G．　Peterson，　The　Dating，　op．　c〃．，16．

　　idem，　Maniera　greca　und　italo－byzantinische　　　　（79）・・レオロゴス〉／t術（特にそぴ）成i’tl）に関する最ギ、

　　Schule，　Atti　ctel　V　Congresso　di　stttdi　Bi．ny．antini，　　　　　　　　優れた研究はO．　Demus（Die　Entstehung，　op．

　　Roma　I　940，389　sqq．を参照．　　　　　　　　　　　　　　　cit．）の／，のである．

　　S．Bettini（La　pittttra　di　icone，　oP．　cit．、51，66）
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洋美術館のイコン（図1）にみられるような，　　　世紀前半にコンスタンチノープルで制作され

構図における古、典主義的な安定性，画面の到　　　たイコンの中では，LeningradのEremitage

るところでみられるグラフィカルな，線的な　　　にある「黄泉に降るキリスト」（「アナスタシ

要素，強調されたハイライトなどは，14世紀　　　ス」）のイコン（15世紀の第2四半世紀，図

後半および15世紀前半にコンスタンチノーブ　　　14）（83）が，国立西洋美術館のイコン（図12）

ルで制作されたイコン（80）と共通のものであ　　　に様式的に最も近いと思われる。しかしこの

り，また，「キリスト昇天」図における，背の　　　LeningradのイコンよりもさらにAndreas

高いほっそりした人物像（聖母や使徒達）の　　　Ritzosのイコンに近い衣服の壁の様式は，

タイプや，キリストの顔のタイプも典型的に　　　MistraのPantanassa（1428年頃）の壁画（図

パレオロゴス朝的なものである。国立西洋美　　　13）（84）に見出される。Pantanassaの壁画は，

術館のイコン，およびTorinoにあるAndreas　　かつて，その図像学的特色のゆえにG．　Millet

Ritzos作のイコン「聖母の死」（図5）におけ　　　によりくマケドニア派〉の作品とみなされ

るキリストの頭部は，例えば，パレオロゴス　　たのであるが，今日ではむしろ，Mistraの

朝絵画の代表作として名高いChora修道院　　　Periblebtosの壁画（1340－1360）（85）を描い

（コンスタンチノープル）のフレスコ（「最後　　　た流派，すなわち，コンスタンチノープルの

の審判」）およびモザイク（「聖母の死」）（8D　　　芸術に繋る，　G．　Milletのいわゆるくクレタ

にみられる，深い神秘性と微妙な内面感情を　　　派〉に帰されている（86）。このPantanassaの

有する細面のタイプを想い起させる（82）。15　　壁画では、とりわけ「ラザロの復活」（図13）

（80）V．Lazarev，　Byzantine　lkons　of　the　fourteenth　　　　　　　品とみなしている。

　　and　meenth　centuries，　The．Burlington、Mazga－　　　　（84）Pantanassaの壁画（特にその図版）に関しては

　　zine，　LXXI，1937，256；idem，　Storia，　op．　cit．，　　　　　　以下の文献を参照。　F．　Willumsen，　La／eune∬e，

　　376．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　op．，cit，　pL；G．　Millet，　Monuments　byzantins

（81）P・A・Underwood，　The　Kariye　Q／allli，（3　vols），　　　　　　　　deルtistra，　Paris　1910，　pL　l　37　sqq，；A．　Xyngo－

　　New　York　1966，　p1．375，320．　　　　　　　　　　　　　　　poulos，　Esquisse，　op．　cit．，　p1．9／2，　p．34；V．

（82）同じAndreas　Ritzosのイコンでも，　Patmosに　　　　　　　　Lazarev，　Storia，　oP．　cit．，　fig．556；D．　T．　Rice，

　　ある「パントクラトール，」のイコン（図9，註26　　　　　　・BJ’zantine　Painting．　Tlie　Last、P／lase，　London

　　参照）における謹厳な趣きのキリスト頭部は，　　　　　　　1968，pl．151　sq．　p．181　sq．；D．　T．　Rice，　The

　　V．Lasarev（Byzantine　Ikons，　op．　eit．，　pL　IV／　　　　　　　　　　Appreciations　of　Byzantine　Art，　London　1972，

　　B；Storia，　op・cit，　fig．530）によって14世紀　　　　　　32－33（plate），P．163　sqq．

　　末ないし15世紀初頭のコンスタンチノープルの　　　　（85）G．M川et，　Mo〃ltments　b．vzantins　de　Mistra，

　　作品と推定されたモスクワ（造形美術館）のイコ　　　　　　op．　cit．，　p1．109　sq．，123　sq．，127，130；M．

　　ンと比較できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chatzidakis，　Mistra（greek），　Athenes　1956，

（83）V．Lasarev，　Byzantine　Ikons，　op，　cit．，256；　　　　　　　　77　sq．，p1．18sqq．；A．Xyngpopoulos，　Esquisse，

　　▲dem，5「toria，　op，　cit．，　fig．532．　　　　　　　　　　　　　　　op．　cit．，82．　p1．6sq．；D．　T．　Rice，∂vzα〃r∫〃θ

　　Ph．　Schweinfurth　（Geschichte，　op．　cit．，419）　　　　　　　　　Painting，　op．　cit．，178　sq．

　　はこのイコンを15・161tt紀の《クレタ派・の作　　　　（86）D．　T．　Rice，昂・zα〃f’〃εi）ainting、　op，　cit．，182．
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や「キリスト昇天：（87）の場面における使徒　　　首都の後期パレオロゴス朝の美術に繋る作例

達の衣襲法が，Ritzosの「キリスト昇天」図　　　と最もよく比較でき，15世紀前半の様式段階

（図12）のそれと非常によく似ている（88）。こ　　　に相応することが確められる（91）。

の両者に共通なのは、多分に図式的・機械的　　　　Andreas　Ritzosは，様式面のみならず，イ

なハイライトの置き方，どちらかといえば鋭　　　コノグラフィーに関しても，パレオロゴス朝

い直線が目立つ襲取りなどであるが，この衣　　　の遺産をよく受け継いでいる。国立西洋美術

襲様式は結局のところ，例えば14世紀前半の　　　館のイコンに表わされた「キリスト昇天」，

Chora修道院のフレスコ画（189）やこれと様式　　　一神の御座」（Hetoimasia），「聖三位一体」の

的に近いモスクワのイコン「十二使徒会合一　　　三場面のうち、とりわけ「聖三位一体」図（図

（go）にみられるような，いわば絵画的な，自　　　15）は，典型的にパレオロゴス朝のイコノグ

由な筆法が，グラフィカルな図式に移調され　　　ラフィーを踏襲したものである。周知のごと

たものとして捉えられよう。15世紀の人物像　　　く，一アブラハムの許を訪れる三人（ないし三

には，14世紀の首都の作例が持っているよう　　　天使）」，あるいは「アブラハムの歓待」と呼

な人体のヴォリューム感はもはやあまり感ぜ　　　ばれる旧約聖書の場面（創世記第18章1－15

られないが，しかし，パレオロゴス朝盛期の　　　節）でもって，象徴的に「聖三位一体」を表

様式がその根底にあることだけは明らかであ　　　わすことは，例えばローマのSanta　Maria

る。このように，Andreas　Ritzosの様式は、　　Maggioreの5世紀のモザイクが示すように，

（87）D．T．　Rice，　Bv：antine　Painting，　op．　cit，　fig．　　　　（91）国、’t：西洋美術館のイコンにみられるような様式は，

　　152；V．Lazarev，　Storia、　op．　cit，　fig．556．　　　　　　　　さらに16iH：紀の〈クレタ＝ヴェネツィア派〉の

（88）F．Willumsen（La　Jeune∬e，　op．　cit．，62　sq．，　　　　　　イコンにおいて（，依然として繰返えされている。

　　70）およびS．Bettini（La　pittura　di　icone，　oP．　　　　　　　例えば，アテネのBenaki美術館にある，161｛1：紀

　　cit．，23）もAndreas　Ritzosの様式一・般とMistra　　　　　　　後半と考えられる「玉座につく神の母二のイコン

　　の壁画のそれとの関連をノートしている。　　　　　　　　　　（No．91）では，大天使ガブリエノレおよびミカエ

　　なお，モニュメンタルな壁画とイコンとの様式的　　　　　　　ルのポーズ，礼服の衣襲法，ロロス（肩帯）のデ

　　比較は，141［ヒ紀中葉以来両者のテクニックが接　　　　　　　イテールなどに至るまで，東京のイコンにおける

　　近しているため，決して無意味なことではない。　　　　　　‘神の御座一の大天使ときわめて似ている．この

　　この点に関しては，A．　Xyngopoulos，　Esqttisse，　　　　　　　アテネのイコンに衣わされた諸聖人像も，東京の

　　op．　cit．，16　sq．を参照．　　　　　　　　　　　　　　　　　　イコンにおけるそれらとタィブが同一一4である。ア

（89）P．A．　Underwood，　Theκαm・e　Q／allli．　op．　cit．，　　　　　　　テネのイコンについては次の文献を参照。　A．

　　pL　352，355．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Xyngopoulos，、Katatogos，　op．　cit．，　pL　54　sqq．，

（90）O．Wullf－M．　Alpatov，　Denkmtiler，　op．　cit．，　　　　　　p．109　sq．；LOuspenski－Vl．　Losky，　The

　　Abb．43，　S．270；V．　Lazarev，　Byzantine　Ikons、　　　　　　　Meanin8　q∫　lcons，　Boston　l952，90　sq．，　plate；

　　op．　cit．，　pl．　II／A，　p．249　sqq．；D．　T．　Rice，　　　　　　W．　Felicetti－Liebenfels，　Geschichte，　op．　cit．，

　　Kunst　aus　Byzanz，　MUnchen　1959，　Taf．　XXXV，　　　　　　Taf．119，　S．93；H．　Skrobucha，　Mervei〃es‘des

　　S．336．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノcbnes，　Paris　1969，　pL　XVII、　p．97　sq．
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初期キリスト教時代以来行われていたのであ　　　制約があったため，アテネのイコンにみられ

るが（92），14世紀に首都コンスタンチノープル　　　るような登場人物すべてを包む楕円形の動き

で創り出されたタイプの「聖三位一・体」図は，　　は失われてしまっている。手本におけるこ

例えばアテネのBenaki美術館にある14世紀　　　のような楕円形構図はしかしながら，　N．　V．

後半のイコン（N°．2973，図16）（93）にみられ　　Lazarev（95）によって15世紀前半のコンスタ

るように，三人のうちの真中の天使を従来の　　　ンチノープルの作品と推定されたLeningrad

ごとく全く正面向きに表わすのではなく，頭　　（Eremitage）のイコン（N°．1806，図17）（96）

を左に，そして上体を右に傾けたポーズで表　　　においては忠実にコピーされている。この

わすのがその特色であった。このようにする　　　Leningradのイコンは，驚くべきことに，登

ことによって，四角のテーブルの三辺にそれ　　　場人物の衣の色，ハイライトの置き方，典型

それ一人つつ座る天使（94）の間に，形式的にも　　　的にパレオロゴス朝的な，複雑な歪みを持つ

内容的にも意味深い纏りができることになる　　　空想的な建物のモチーフなどに至るまで，東

のである。Andreas　Ritzosが用いた手本は，　　　京のイコンときわめてよく似ている。両者共

まさにこの種のパレオロゴス朝の「聖三位一　　　に，終局的には，共通の原型からコピーされ

体」図であったと思われる。東京のイコンと　　　たのであろうが，しかし，Leningradのイコ

アテネのイコンとをさらに較べてみると，三　　　ンにおける人物像は東京のイコンに較べ，一

天使一人一人のポーズ，彼らの間に入って持　　　見して重苦しい感じを与え，頭部も大きく，

てなすアブラハムとその妻サラのポーズが，　　従って，ここではパレオロゴス朝の手本が持

両者共全く同じである。ただ，東京のイコン　　　っていたであろう洗練された雰囲気が，東京

においては，横長のスペースという画面上の　　　のイコンよりも一層失われてしまっているこ

（92）この点および「聖三位一体」の図像一一般については　　　　　　VI；W．　F．　Volbach－J．　Lafontaine－Dosogne，

　　以下を参照。R．　BauerreiB－H．　Feldbusch－E　　　　　　　Byzanz　und‘der　christliche　Osten，　Berlin　1968，

　　Guldan，　Dreifaltigkeit，　in；Rea〃exikon　zur　　　　　　　Taf．　XXVIIL

　　deutschen　Kunstgeschichte，　IV．，Stuttgart　1958，　　　　（94）11世紀頃から，三人の天使がひとつの腰掛けに

　　414sqq．；W．　Braunfels，　Dreifaltjgkeit，　in；　　　　　　座すのではないタイプが現われてくる。

　　Lexikon　der　christlichen　lkono8raphie，1，　Rom－　　　　（95）V．　Lasareff，　Byzantine　Ikons，　Op．　cit．，256；

　　Freiburg－Basel－Wien　I　968，525　sqq．　　　　　　　　　idem，　Storia，　op．　cit．，376，　fig．531．

（93）A．Xyngopoulos，　Katalogos，　op．　cit．，4　sqq．；　　　（96）O．　Wulff－M．　Alpatoff，　Denkmh’ler，　op．　cit．，

　　A．Grabar，　La　peinture　byzantine，　Geneve　　　　　　133，274，　Abb．52；W．　Felicetti－L▲ebenfels，

　　1953，192；W．Feljcetti－Liebenfels，（7eschichte，　　　　　　Geschichte，　Taf．136B；A．　Bank，　Bγzantine　Art

　　op．　cit．，54，　Taf．52；K．　Weitzmann－M．　　　　　　in　the　co〃ections　of　the　USSR，　Leningrad－

　　Chatzidakis－K．　Miatev－S．　Radoj6i6，・Frtihe　　　　　　Moscow　1966，379，pL　276－277；H，　Skrobucha，

　　Ikonen（Sinai，　Griechentand，　Bul8arien，　Ju80－　　　　　　　　　　　Mervei〃es，　op．　cit．，56．

　　sla｝vien），　Wien　一　MUnchen　1965，　Taf．78－79；　　　　　　なお，このEremitageおよびBenakiの一聖三位

　　H．Skrobucha，　Mervei〃es，　oP．　cit．，55　sq．，　pl．　　　　　　　・・体　図と同一・のクイブのイコンは，　Narbonne
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とに注意すべきである。　　　　　　　　　　　M．Chatzidakisによって16世紀中頃と推定さ

　「聖三位一体」図の場合と同様，国立西洋　　　れた作品（N°．12，66．5×55cm，図19）（101）は，

美術館のイコンにおける「キリスト昇天」図　　　Andreas　Ritzosのイコンと驚くほど似ている。

（図18）もまた，パレオロゴス朝時代に定型　　　このヴェネツィアにあるコインにおいて，聖

化した構図を忠実にコピーしていると思われ　　　母マリアの顔および手は1958年の補筆である

る。この「キリスト昇天」図（97）の主な特色　　が，しかし使徒一人一人の配置の仕方，彼ら

は，虹の上にやや右向きに座すキリストを含　　　のポーズから，あらゆる細部のモチーフに至

む円形の光輪を支えて飛ぶ二人の天使が外側　　　るまで　一例えば、一番右のオリーブの木の

を向いていること，および，やや左向きに立　　　枝の別れ目のところにある瘤のようなディテ

ち，両手を胸のところまで上げている聖母マ　　　ール，さらにまた，衣襲法まで　　これらが

リァが，例えばAthOS山の「絵画指導要綱：　　全く完全といえるほどまでに相互に一致して

（318章）（98）の記すように，上を見上げてい　　　いる。しかしそれにもかかわらず，この両者

るのではないこと（99）である。Andreas　Ritzos　　には相違点も認められる。すなわち，ヴェネ

の「昇天」図と全く同じパレオロゴス朝の作　　　ツィアのイコンには，東京のそれにみられる

例は，筆者には，知られていないが，しかし16　　　ような，パレオロゴス朝的なほっそりした優

世紀のくクレタ派〉の作品の中には見出され　　　雅な人体感覚は欠けており，むしろずんぐり

る。ヴェネツィアのSan　Giorgio　dei　Greci　　したプロポーションがその特色となっていて，

教会（lstituto　ellenico　di　studi　bizantini　e　　いかにもローカルな趣きである。このような

post－bizantini）には，「キリスト昇天」を表わ　　　違いは，無論，両者における画面自体のプロ

す相互に似かよったイコンが3点（N°s・12，　　ポーションの違いに基くものではない。その

44，77）（100）伝えられているが，そのうち特に，　　他の点では驚くばかり国立西洋美術館の「昇

　　の美術館およびアテネのビザンチン美術館にもあ　　　　　　　christlichem　lkonographie，　II，　Rom－Frei一

　　るという。これらのイコンおよび，その他の同一一　　　　　　burg－Base1－Wien　1970，268　sqq．

　　タイプの作例については次の論文があるが，これ　　　　　（98）Malerhandbuch　vom　Berge　A　thos　des　Maler一

　　は参照できなかった。Nτ．Xαραλ～Yμπouζ一1∫o－　　　　　　　’nδnchs　I）ionJ・sios　von　Fttrna－Agrafa，　neu

　　vρercη，’Hπαρんστασητ元ζ¢ζλoξεレζ気τoD　　　　　　hsg．　vom　Slavischen　Institut　MUnchen．

　　’Aβραc？Xtσiμ6αε～κδレατoD　Bvζαvτeレoil　ilt　o・　　　　（99）聖母が上を見上げているAthOS山の作例として

　　uσεiou，’AzPbpcrc　1963・　　　　　　　　　　　　　　　　　は，　Lavra修道院Katholikon（G．　Millet，

（97）東方キリスト教美術において繰返えされ表わさ　　　　　　　ルtonuments　de　1’Athos，　op．　cit．，　pl．120／4），

　　れたこのタイプの最も早い作例のひとつは，　　　　　　　　Xenophontos修道院（ibid．，　pL　I69／4）の壁画

　　《Monzaの香油瓶》（6世紀）である。「キリスト　　　　　　　が挙げられる。

　　昇天」の図像一般に関しては以下を参照。S．　H．　　　　（100）M．　Chatzidakjs，1cOns，　op．　cit．，　pL　17，31，53．

　　Gutberiet，・Die　Him’nelfa／lrt　Christi　in　der　　　　（IOI）このイコンに関してはS．　Marconi，　La　Raccolta，

　　bildenden　Kunst，　StraBburg　1935；A．A．　　　　　　op．　cit．，104　sqq．も参照（ただし，ここでは18

　　Schmid，　Himmelfahrt　Christi，　in：」Lexikon　der　　　　　　　　Ilt紀のイコンと推定きれている）。
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天」図と一一致しているヴェネツィアのイコン　　　図20）（lo3），および，アテネのBenaki美術

にあって，この相違点は少なからず重要な意　　　館にある17世紀と推定されるイコン（図21）

味を持つものと思える。すなわち，ヴェネツ　　（104）において、ほとんど機械的に繰返えさ

イアにある16世紀のものと考えられるイコン　　　れ、さらにまた，わずかに変更された形で，

が，15　IJ　1：紀のAndreas　Ritzosのイコンを直　　　Michael　Damaskinosに帰せられる16世紀

接の手本としたという可能性は，ほとんど考　　　のイコン（ヴェネツィア，Comunita　di　San

えられえないということである。むしろ，両　　　Giorgio　dei　Greciコレクション，N°．44）（lo5），

者共ある共通の手本に遡ると考えるべきで　　　およびBenedictos　Emporiosに帰せられる17

あろう。このことはまた，Andreas　Ritzosの　　　世紀のイコン（ヴェネツィア，　Comunita　di

「キリスト昇天」図と同じ構図のものが，後　　　San－Giorgio　dei　Greciコレクション，　N・．

の〈クレタ派〉のイコンやフレスコにおいて　　　77）（106）においても見出せる（107）．これらの作

も何度も繰返えされて使われているという事　　　例のすべてを，時代的には最も早いAndreas．

実，つまり，このタイプの「昇天」図は，恐ら　　Ritzosのイコンの影響として，単純に解釈す

く首都からくクレタ派〉に伝えられて流布し　　　ることはとうていできない。〈クレタ派〉の画

ていたであろうということによっても頷けよ　　　家たちにはおそらく，首都で14世紀に定型化

う。Andreas　Ritzosと同じタイブの「キリス　　　した「キリスト昇天」図が伝えられていたと

ト昇天」図は，例えば、Athos　I！！の聖Paulus　　考えるほうがより自然であるからである。

修道院の1555年の壁画（102），同山のXeno－　　Andreas　Ritzosは，様式の場合にも，「聖三位

phontos修道院教会の1563年の壁画（Narthex，　　一体」図のイコノグラフィーの場合にもすで

（102）G．M川et，　Monttinents　de　1’Athos，　op．　cit．，　pl．　　　　　　107；M．Chatzidakis，　IcOnes，　op　cit．，66　sq．，

　　188／2；R，Byron－D．T．　Rice，　The研〃’1，0p．　　　　　　　　pl．31．

　　cit．，　pL　61／ii．　　　　　　　　　　　　　　　　　（106）M．　Chatzidakis，　Icδnes，　op．　cit．，105，　pL　3　L

（103）G．Miilet，　Monuments　（te　1’Athos，　op．　cit．，　pL　　　　（107）さらに例を挙げれば，　Luzernの個人コレクシ。

　　186／1；R．．Byron－D．T．　Rice，　Tlie　Birth，　op．　　　　　　ンにある16／17世紀のギリシア・イコン（M．

　　cit．，pl．62／L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chatzidakis－V．　Djuri6－M・Lazovi6，　Les

（104）A．Xyngopoulos，　Katalogos，　op．　cit．，　No．22；　　　　　　　　1c∂nes　clans　les　co〃etions　Sttisses，　Berne　1968，

　　W．Felicetti－Liebenfels，　Geschichte，　oP．　cit．，　　　　　　fig．21）にも1司…タイプの「昇天」図は見出され

　　；02，Abb．135　A．このBenakiのイコンには　　　　　　　る。さらにまた，　M．　Chatzidakis（Recherches，

　　E．Tzanfournaris　O）署名があるが，これが偽筆　　　　　　　op．　cit．，　fig．43，80）によってクレタ出身の

　　であることはA．Xyngopoulosが指摘してい　　　　　　Theophanes　Strelitzasの作品とみなされたイ

　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コノスタシス（AthOS　lll，　Lavra修道院および

（105）N．P．　Kondakov，　T／ie　Rttssian　1（’o〃，　Oxford　　　　　　　Stavronikita修道院）における「キリスト昇大」

　　1934，47，pL　XLVII／1；ESandberg－Vavala，　　　　　　　図も、終局的には，　Andreas　R▲tiosが用いたよ

　　La　croce　dipinta　italiana，　Verona　1929，398　　　　　　　うなプロトタィブから出発し，それにヴァリエー

　　（n，12）；S．Marconi、　La　Raccolta，　op．　cit．，1，　　　　　　　ションを加えた（例えばここでは、マンドノしラを
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に指摘されたように、他の多くの・クレタ派　　　　は、そもそも、中期及び後期のビザンチン絵

の画家同様，本質的には、首都から伝えられ　　　画における「最後の審判」図の一成分なので

た最後のビザンチン美術の単なる継承者に過　　　あり，例えば，Chora修道院のフレスコ（109）

ぎなかったと言っても過11ではない．　　　　　やあるいは，「最後の審判」の構図から派生

　国立西洋美術館のイコンにおいて，7キリ　　　した「万聖節」のイコン〔例えばReckling一

スト昇天：図の上部に表わされた「神の御　　hausenのイコン美術館にある17世紀後半の

座」（Hetoimasia）の図像（図22）白身も，も　　　　ギリシア・イコン（N°．350）（110）〕などではそ

ともとは借り物である。Hetoimosia（あるい　　　の一L，国立西洋美術館のイコンにおけるよう

はEtimasie）というP．　Durand（1867）以来　　　に、御座の前でアダムとエヴァが脆いている

使われている図像学Lのterminus　technicus　　　様が表わされている。さらにまた，　Mistraの

は、「神の御座」の表現のことを指すのである　　　Metropolisの壁画「最後の審判」図（141止
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から
が，これには二つの異なった意味がある。す　　　紀）の中にみられる「空の御座」（図23）川D

なわち、この場合の「御座」とは，一般的な　　　では、東京のイコンと同様に，幾重にも重な

意味では，三位一体の神（ないしそのうちの　　　り合った，華やかな衣装をつけた天使達のグ

ー人）の現在を象徴的に表わすのであり，ま　　　ループが玉座の左右に配されている。従って，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からた，特殊な意味では，世界審判者として来るべ　　　Andreas　Ritzosの「空の御座」は，この種の
　　　　　　　　　　　　　　　から
きキリストのために用意された「空の御座」　　　図像からとられたものであることが推察でき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からのことである（108）。このイコンの場合のよう　　　よう。御座が空であるということは，そもそ

に、受難の諸道具を備えてはいるが，聖霊と　　　も、「最後の審半Lにとっては根本的な考え
　　　　　　　　　　から
しての鳩を伴わない「空の御座」というもの　　　方なのである。なお、Metropolisの「最後の

　　支える［lll∫天使は外側てなく内倶ljを向いている）t、　　　　　　　Ku’lst、　I　I　I，1189　sqq．

　　のである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（109）P．A．　Underwood，　Theκα亘vεQ／allli，　oP．　cit．，

（108）「神の御座一（Hetoimasia）のイコノグラフf－　　　　　　　　204　sq．，　pL　368　sq．他の例としては，　Athos　th

　　に関しては以下の文献を参照．　　　　　　　　　　　　　　　　Dionysiou修道院のt・’クレタ派♪の壁画（1547

　　Th．　v．　Bogyay，　Zur　Geschichtc　der　Hetoi一　　　　　　年頃；G．　Millet．．IL／lonttnients　de　l’Athos、　op．

　　masia，　Akten　des　X1．　B．1’：atltitlisten－Kon，gr（）sses　　　　　　　cit．、　pL　210，i2；R．　Byron－D．　T．　Rice，　Tlie

　　（1958），MUnchen　l961，58　sqq．；idem．　Eti－　　　　　　Birth．　op．　cit．．　pl．75／1），および16111：紀のロシ

　　masie，　in：Realle．yiんon：　ttr　deutschen　Kunst一　　　　　　　　ア・イコン　（Sewickley／Penn．，　G．　R。　Hahn

　　geschichte，　VI，　Stuttgart　1969，145　sqq．；G．　　　　　　　Collection；H．　Skrobucha，　Mervei〃es，　op．

　　Schiller，　Ikonographie　der　christlichen　Kttnst，　　　　　　　cit．．229　sq．）が挙げられる．

　　II1，　GUtersloh　1971，193　sqq．；Th．　v．　Bogyay，　　　　（110）H．　Skrobucha，　Merveilies，　op．　cit．，153　sq．，　pL

　　Thron（Hetoimasia），　in：Le．viA’on　der　c／lrist－　　　　　　　XXXL

　　lichen　lkonographie，　IV，　Rom－Freiburg－　　　　（111）G，．　Mil］et，　Monuments‘de　Mistra，　op．　cit．，　pl．

　　Basel－Wien　l972，305　sqq．；idem，　Hetoi－　　　　　　79／1．

　　masia，　in：Rea〃exiA’on：ur　bs：antinischen
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審判」図におけるHetoimasiaでは，聖霊と　　　られている珍らしい作例としては，　Th．　v．

しての鳩が表わされているが，これは，図像学　　　Bogyayがすでに指摘したように（112），キプ

的には正しいモチーフの使い方とはいえない。　　ロス島Kalopanayiotis近郊の聖Herakleidios

　すでにみたように，国立西洋美術館のイコ　　　教会の壁画（13世紀前半，図24）（113），およ
　　　　　　　　　　　　　から
ンにおける「聖三位一体」，「空の御座」，キリ　　　びセルビアのBijelo　Poljeの壁画（1317一

スト昇天」それぞれのイコノグラフィー自体　　　1321，図25）（114）の二例が挙げられるにすぎ

は，きわめて伝統的なものであり格別興味を　　　ない。ただし前者の作例では，国立西洋美術

惹くものではないかも知れない。しかしなが　　　館のイコンと異なり，御座に聖霊の鳩が添え
　　　　　　　　　　　　　から
ら，このイコンにおいて，「空の御座」の図　　　られており，また後者では，御座の右に父な

像が「キリスト昇天」図の上部に接続して表　　　る神，およびこれと昇天してくる子キリスト

わされているということは注目に価いする。　　　との間に聖霊の鳩が表わされていて，従って，

こうすることによって，昇天してくるキリス　　　全体として「聖三位一体」の意味をも持って
　　　から
トを「空の御座」が待ち受けていることにな　　　いる（115）。（116）

るわけである。このような組み合わせを持っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V
た作例はきわめて稀で，特にイコンの場合，

筆者の知る限り，この他には見当らない。　　　　次に，Andreas　Ritzosの代表作のひとつと

「キリスト昇天」とHetoimasiaが関係づけ　　　して以前から知られていた，　TorinoのGal一

（ll2）Th．　v．　Bogyay，　Thron（Hetoimasia），　op．　cit．，　　　　　　　約聖書的な表現の「聖三位一体」図が改めて表わ

　　310；idem，　Hetoimasia，　op．　cit．，1201．　　　　　　　　　　　　されたのは，あるいはこのようなことと関係があ

（113）A．H．　S．　Megaw・－A．　Stylianou，ρロw∫：　　　　　　　るのであろうか。いずれにせよ，「キリスト昇天」，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から　　Byzantine　Mosaics　and　Frescoes，　Paris　1963，　　　　　　「空の御座」，「聖三位一体」という三図の組み合

　　p1．　XXII；A．　and　J．　A．　Stylianou，　The　Painted　　　　　　　せは他に例がないものであり，もしもこれらをひ

　　Churches　of　Cyprus，1964，105；A，　Papa一　　　　　　とっのアンサンブルとして考えれば，きわめてユ

　　georghiou，ルlasterpices　of　the　Byantine　Art　of　　　　　　　ニークな図像選択ということになる。他方ではし

　　Cyprus，　Nicosia　1965，27，　pL　XXIX．　　　　　　　　　　　かしながら，むしろ「キリスト昇天」と「空の御

（114）Sv．　Radoj6i6，　Staro　srpsko　slikarstvo，　Beograd　　　　　　　座」を一図として，つまり，このイコンのメイン・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から　　1966，Abb．12，　llOsq．　　　　　　　　　　　　　　　　　　テーマとしての「空の御座のあるキリスト昇天」

（115）Hetoimasiaという図像は，元来，例えばヴェネツ　　　　　　図として考え，「聖三位一・体」図をこれから切り離

　　イアのSan　Marco大聖堂にあるPara　d’Oro　　　　　　　して考えるという解釈も成り立つであろう。この

　　（J．de　Luigi－Pomorigac，　Les　6mα〃x　byzantins　　　　　　場合には，このイコンの枠の部分に描れた「聖三

　　de　la　Pata　d’oro　de　l’681∫ぷεde　Saint－Marcδ　　　　　　　位一体．」図は，ひとつの場面としての意味合いよ

　　Venice，　II，　ZUrich　l966，　fig．191．）におけるよ　　　　　　　　りも，むしろ，そこに衣わされた聖人像（アブラ

　　うに，それが単独に衣わされる場合にも「聖三位　　　　　　　ハムとサラ）がその衣現の主眼となっていると解

　　一体」を象徴する場合が多いのであるが，国立西　　　　　　　釈すべきなのかも知れない。

　　洋美術館のイコンでは鳩が欠けているためこの意　　　　（116）なお、象徴的神学的意味内容を持つHetoi一
　　　　　　　　　　　から　　味がなくなっている。「空の御座二の上部に，1［］　　　　　　　masiaというテーマは，独）tのテーマとしては，

32



leria　Sabaudaにあるイコン「聖母の死」（図　　　かしながら，この両者は図像学的には必ずし

5）（117）についてもここで簡単に触れておきた　　　も同一ではない。「聖母の死」というテーマ

い（118），この作品が、現存するAndreas　Ritzos　　だけに限定しているKahrie　Djamiのモザイ

の署名入りの作品の中で，国立西洋美術館の　　　クは，明らかに中期ビザンチンの古典的な伝

イコンと共に，数少ない大構図作品であるこ　　統（例えば11　lll：紀末のDaphni修道院や1150

とについてはすでに述べた，Torinoの「聖　　　年頃のMartoranaのモザイクなど）を踏襲

母の死」のイコンは、われわれにまず、Chora　　　しているものであり，従って，物語に多くの

修道院の同主題のモザイクCl19、を思い出させ　　　副人物を登場させ，経外典に借りたエピソー

る。乳飲み児として表わされた聖母の魂を抱　　　ドを盛り込んで劇的に場面を構成するという，

くキリストのタイブ，眼を閉じて横たわる聖　　　パレオロゴス朝図像一般の饒舌な傾向とは異

母のタイフ（120），聖母の枕元でベッドの端に　　　るものである。この時代としては，むしろ例

丁を触れる聖ヨハネのポーズ，ベッドの模様、　　外的な作例といってよいものである（121）。

セラフィム（熾天使）のモチーフ、背景の空想　　　　Andreas　Ritzosのイコンのように、二つの

的な建築モチーフ，建物の人口で悲しみにく　　　雲に分かれて乗る11人の使徒のモチーフ，お

れる婦人達のタイプ、これらはTorinoのイコ　　　よび，聖母被昇天のエピソードをも含む「聖

ンにおいても、コンスタンチノープルの14世　　　母の死」を表わすパレオロゴス朝における作

紀初頭のモザイクにおいても共通である。し　　　例の中では，MistraのPeribleptosの壁画

　　イコンの」場合非常に稀である，例外的な作例とし　　　　　　　　，4ilonttments‘te　l’Athos，　op．　cit．，　pl．30／1，2；

　　ては，例えば，151H：紀のロシァ・イコン（12世　　　　　　　　R．　Byron－D．　T．　Rice，　The　Birth，　op．　cit．，

　　紀の・Vladimirの聖母　ゾ）裏面）が挙げられる　　　　　　　　pl．67；S．　Bettini，　La　pittura　cfi　icone，　op．　cit．，

　　（K．Onasch，　IA’onen，　Berlin　1961，Taf．102），　　　　　　　tav．　IX／2；L．　Marcucci，1　Dipinti　Toscani，　op．

　　このモスクワにあるイコンにおいて｛、東京のイコ　　　　　　　　cjt．，　tav．31；D．　T．　Rice，　B．i・7antinische　Kunst，

　　ン同様，lllll：紀以来，玉座に添えられてきた槍・　　　　　　MUnchen　l964，　Abb．235，276／277；idem，

　　海綿の付いた．0：・釘といったキリスト受難の道具，　　　　　旦vzα77〃〃e　Painting，　op．　cit．．　pL　68；M．

　　および，玉座のヒに乗せられた福音li｝などのモチ　　　　　　　Chatazidakis－V．　Djuri6－M．　Lazovi6、　Les

　　一フが衣わされている。しかし，東京のイコンに　　　　　　　　ic6nes，　op．　cit．，　pl．10；J．　Beckwith，　Eα’か

　　は聖霊としての鳩のモチーフが）（けている一　　　　　　　　　　Chi・istian　and、51・zα’rtine　Art，　Harmondsworth

（ll7）註29参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1970，　pl．194，197；M．Chatzidakis，　Recherches，

（118）このイコンの図像学的検討はこれまでにまだなさ　　　　　　　op．　cit．，fig．82．

　　れていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱ2D「聖母の死」のイコノグラフィーに関しては，特に

（119）P．A．　Underwood，　Tlie　Kari．i・e　Qノ；ami，　op．　cit．，　　　　　　L．　Wratislav－Mitrovi6－N．　Okunev，　La

　　I64　sq．，pl．320、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dormition　de　la　Ste－Vierge　dans　la　peinture

（120）Torinoのイコンにおいては、聖母は，通常のイ　　　　　　　mξdiξval　orthodoxe，　B．vzantinoslavica，　III，

　　コノグラフィーと異なり，右向きに横たわった姿　　　　　　　1931，134sqq．を参照。

　　で表わされている。このような例外的作例につい

　　ては以下の文献中の図版を参照．G．　Millet，
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（14世紀末または15世紀初頭、図26）（122）が，　　き込まれた「聖母の死」のタイプは，その後

Torinoのイコンの構図に最も近いと思われ　　　のくクレタ派〉のイコンでは流行らなかった

る。Torinoの「聖母の死」の構図において，　　らしい。筆者の知る限りでは，その作例は見

何よりも人「1を引く点は，普通聖母のベッド　　当らない。ただし，天使のモチーフを除いて

の枕元と足元とに二手に分かれて表わされる　　　Torinoのイコンに類似したくクレタ＝ヴェ

12使徒が，聖パウロ唯一人を除いて，全部右　　　ネツィア派〉の作例を見つけ出すのは難しい

側に配され，左側には幾重にも重なり合った　　　ことではない。例えば，M．　Chatzidakisによ

天使の一団が表わされていることであるが，　　　って16世紀中頃と推定されたイコン（ヴェネ

これと同じ構図が，14世紀のコンスタンチノ　　　ツィア，Comunita　di　San　Giorgio　dei　Greci

一 ブルの芸術を受け継いでいるPeribleptos　　コレクシ。ン，　N°．15）（124）およびVictorの

の壁画にすでに見出されるのである。類似の　　　手になる1674年のイコン（ヴェネツィア，

作例としては，この他，MeteoraのBarlaam　　　Comunita　di　San　Giorgio　dei　Greciコレクシ

修道院Katholikon（Naos）の壁画（1543年）　　　。ン，　N°．130）（125）がそれである。

が挙げられる。さらにまた，Torinoのイコ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NI
ンの場合のように，副人物としての天使を無

数に描き込む「聖母の死」の作例は，14［H：紀　　　　アンドレアス・リッツォスがクレタ島に生

前半のセルビアの壁画における，「遺骸の運　　　まれた頃（1421年頃），ビザンチンの人々は，

搬」（Translatio）のエピソードと組み合わさ　　　刻々とさし迫る危険を前にして，不安と緊張

れた「聖母の死」（例えば、Studenicaの1313　　　のうちに日々を送っていた。オスマン・トル

，／　14年頃のSveti　Joakim　i　Ana，1318年の　　　コ軍によって日にElに追いつめられていった

Staro　Nagori6ino，1320年頃のGra6anicaな　　　ビザンチン帝国は，次第にその領土をせばめ

どの壁画）（123）にも見られる。このように，　　　られ，生命を失いつつあった。1452年1月，

Andreas　Ritzosは，「聖母の死」のイコンに　　　イコン画家アンドレアス・リッツォスも，死

おいても，なんらかのパレオロゴス朝の手本　　　に瀕したギリシア帝国をトルコ軍の攻撃から

を学んでいたに違いないのである。　　　　　　　守るべく，故郷をあとにした。しかしながら，

　Torinoのイコンのように天使の一群が描　　　1453年5月29日，首都コンスタンチノープル

（122）R．Byron－D．　T．　Rice，　The　Birth，　op．　cit．，　pL　　　　　　　　I4；Museo　di　Dipinti　Sacri，　Istituto　Ellenico

　　68／i．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　di　Studui　Bizantini　e　Post－Bizantini，　Venezia

（123）R．Hamann－Mac　Lean－H．　Hallensleben，　　　　　　1959，　No，63．

　　Die　Momtmental’nalerei　in　Se”iebn　und」Make・　　　　（125）M．　Chatzidakis，1cδnes．　op．　cit．，149，　pl．70．

　　donien　vom〃．bis　zumノン肋e〃14．ノahrh　ttnclert，　　　　（126）St．　Runciman，　Tlie　Fa〃of　Consrantinople，

　　GieBen　I963，　Abb．263／265，285，333．　　　　　　　　　　　Cambridge　1965．（護雅大訳「’コンスタンティノ

（124）M．Chatzidakis，　IcOnes，　oP．　cit．，35　sq．，　pl．　　　　　　一ブル陥落す□みすす，1『房1969年）
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は，マホメットニIH：の率いるトルコ軍の攻撃　　　ゴス朝の美術の継承者であった。

の前についに陥落し、最後の1；［帝コンスタン　　　　彼は、1811i：紀に至るまで脈々とイコンの制

チヌス・ドラガセスはロマノス門の近くで最　　　作を続けることになる　クレタ派（クレタ＝

期をとげた「　1　2　’J　）．1458年にはアテネがIli拠き　　　ヴェネツィア派）の初期を代表する画家の

れ，続いて，1460年にはミストラの宮廷もト　　　ー・人である一16世紀後半および17世紀後半を

ルコの占拠ドに入った一こうして，1000年に　　　その最盛期とする＼クレタ派tt（：クレター・ヴ

およぶビザンチン帝国の歴史は終りを告げる　　　エネツィア派）のイコン絵画というものは，

こととなった　　　　　　　　　　　　　　 多くの場合，ハレオロゴス朝のビザンチン美

　ビザンチン美術は，しかしながら、ビザン　　　術を第一の基礎とし、これに多かれ少なかれ

チン帝国の滅亡をもって，ただちに死に絶え　　　ヴェネツィア的要素が加わって形成された一

たわけではない・それ以後、かつてのビザン　　　種の混合様式であるが、アンドレアス・リッ

チン文化圏内に登場する、いわゆるギリシア　　　ツォスの場合は、現在のところ知られている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
正教の美術は，まさに　ホスト・ビザンチ　　　彼の作品から判断する限り，イタリア的要素

ンン美術にほかならないからである、クレタ　　　が非常に少なく，概してビザンチン様式を厳

島は，1204年以来ヴェネツィア人の支配ドに　　　格に守っていたといえる。

あったとはいえ，1669年まではトルコ人のT－　　　14世紀から始まると考えられる／クレタ

に落ちなかった。ここでは，すでに略述した　　　派　の歴史のうち、年代および作者の知られ

ように，相変らずビザンチン美術が継続され　　　る，1　5　ISi：紀中葉から17世紀中葉までのイコン

ていった。ビザンチン帝国滅亡以前にll三まれ、　　に限ってその作品を概観しても，これらの作

滅亡直前から滅亡して間もない15世紀の後半　　　f列から受ける全体的印象は，伝統的とか折衷

にかけて活躍したギリシア人の画家アンドレ　　　的などという言葉でもって言い表わされる類

アス・リッツォスが，いかに最後のビザンチ　　　のものであるここでは，およそ，美術の，

ン美術であるパレオロゴス朝美術の伝統に忠　　　その歴史の展開がないt．創造的なエネルギー

実に従っているか，これについては，すでに　　　が欠けている、我々は，同じ構図，同じ様式

触れたとおりである．アンドレアス・リッツ　　　で飽きもせず繰り返えされた数多くの作品、

オスは，首都の流れをくむ，華麗なハレオロ　　　例えば二受難のマドンナ」のイコン（127）に出

（127）例えば，ヴェネツィアのComuntia　di　San　　　　　　Andreas　Rltzosの同主題のfコンと少しも変っ

　　giorgio　dei　Greci．・）コレクシ。ンには、16［H：紀　　　　　　　　ていないといえる位である．〈クレタ＝ヴェネツ

　　後半のくクレタ＝ヴェネツ・ア派の画家達（M．　　　　　　　イア派の画家によるその他の「受難のマドンナ」

　　Damaskinos，　E．　Tzanfournais，　E．　Lambardos　　　　　　の作例llついては，　M．　Chatzidakis－V．　Djuri6

　　等）の手になる一受難のマドンナーのイコンが5　　　　　　　－M．Lazovi6，　Les　Ic∂nes，　op．　cit．，　pL　l4およ

　　点（M．Chatzidakis，1c6it（・s，　op．　cit，　Nos．20，　　　　　　びTh．　G．　Peterson，　Crete，　op．　cit．，81（note

　　28，56，64，93）伝えられているが，これらは　　　　　　　　74）を参IK｛、
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合ってしまうのである。　　　　　　　　　　アス・リッツォスの場合も，彼は，パレオロ

　イコンというものにあっては，元来，人の　　　ゴス朝美術の諸伝統をきわめて正統的に継承

下によって創られたのではない（必εζρoπo一　　している堅実な画家であるとはいえ、我々は

1ηταの原型を模写し、この原型に近いとい　　　この画家の作品を見詰めていると，その後の

うことが宗教的な意味を持ち，従って，ある　　　くクレタ派t・の歩むべき運命に思いを馳せず

占い様式や図像が時代を超越して継承されて　　　にはいられない。同時代の西欧における輝か

ゆくという特性があるということを忘れるべ　　　しい芸術のかげに隠れて，過去の偉大なる伝

きではない。しかしながら、礼拝像としての　　　統の重みを背負いつつ，黙マと歩みつづけね

本来の意味でのイコンのほかに，説話的・教　　　ばならぬミノホスト・ビザンチン〉の画家，い

訓的なテーマのイコンが多く登場するように　　　わゆるくクレタ派．のイコン画家の宿命とい

なる1411b紀以降においては、イコンというも　　　ったものが，私には，おぼろげに感じられて

のの意味が多少なりとも変化してきたという　　　ならない。

点にも注日すべきであろう。すなわち，パレ

オロゴス朝時代における人・文主義的・擬古的

風潮は，イコンにおける画像の宗教的な意味

を重視するに留らず，151H：紀初頭のMarkos

Eugenicosもその，，Ekphraseis“において述べ

ているように，イコンをひとつの芸術作品と　　　附記］

して見ようという訓を可能ならしめたとい　；灘1霊蕊三三1㍊慧㌫、雲『欝

う点である（128）。事実，1411」：紀に首都コンス　　　のである。

タンチノープルで制作されたイコンには，例　　　　本稿を草：するに’！v）’本研究のきっかけを’j‘えてドさっ

えばくポスト・ビザンチン・の〈クレタ派の　漂懸鰹㌫；1麟先lll蒜竺畿1ニ

イコンと較べてみると，明らかに作品として　　　papad。p。ul。s、お茶ノ）水女伏学教授柳宗玄先生，な

我々の心を魅了する作例が多いことは否定で　　　らびに，文献コピーの労をとって頂し・た，ヴィーン大学

きない，，これに対し，パレオロゴス朝のビザ　　　万□研究所のF「au　D「・G・Schikola，清泉女子大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授辻成史氏（’il時在米），友人Dr．　A．　Saliger氏（ヴ
ンチン美術を受け継いだくクレタ派〉のイコ　　　イ＿ン司教区美術館）に深く感謝の意を表したい。さら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ン画家達の多くは，まさに，このような芸術　　　にまた，このイコンのレントゲン撮影をして下さり，技

品な局面を彼らの作品の中で展開させえなか　　　法的問題に関しても御教・Jl一下さった東京芸術入学竺授寺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1］［／？t弍先1ヒ，イコンの木材その他について御小教トさっ
ったといっても過言ではあるまい。アンドレ　　　た蛎（芸術大学教授岬r公1り洗・ヒ，文献の入刊こ関して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お世話下さった東京芸術人学の長塚安司，真室佳武両
　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　．一一　　　　　　　　　　氏，および、浜田靖J㌃氏にもこの場で心からお礼を申し

（128）W．F．　Volbach，　lkonenmalerei，　in：W．　F．　　　述べたい。末筆ながら，終始激励と助言を惜しまれなか

　　　Volbach－J．　Lafontaine－Dosogne，　β」ごα〃z　　　　　った国、1ノニ西洋美術剣｛‘ll菜課の先輩・同僚諸氏に対し心か

　　　tttl‘／　cler　Christliche　Osten，　op．　cit．，179．　　　　　　　らなる感謝を捧けるr
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ResUmee：
Uber　eine　kretische　Ikone　des　l5．　Jahrhunderts　von　Andreas　Ritzos　im

Nationalmuseum　fUr　Westliche　Kunst　in　Tokio　　　　　von　Koichi　KOSHI

Da～Nationalmuseum　fUr　Westliche　Kunst　in　　　Hl．　Sebastian　und　Hl．　Jakobus．　Von　den

Tokio　erwarb　im　Janner　l974　eine　Ikone　　　genannten　He川gen　ist　hier　der　hl．　Sebastian

（Abb．1），　die　aber　daselbst　seit　l960　als　　　besonders　beachtenswert，　weil　dieser　r6mische

Depositum　（D．13）二　aus　einem　Tokioter　　　Mtirtyrer　in　den　byzantinischen　und　post－

Privatbesitz　aufbewahrt　worden　war．　Diese　　byzantinischen　Ikonen，　meines　Wissens，

1．kone（lnv．－Nr．　P－408）geh6rte　frUher　zu　der　　　kaum　dargestellt　vorkommt．†　Auf　der

Ex－Matsukata－Sammlung，　und　befindet　sich　　　RUckseite（Abb．2）ist　ein　Doppelkreuz

in　Japan　mindestens　seit　1930，　wo　sie　bei　der　　　zwischen　Ranken　（Lebensbaum）und　der

dritten　Ausstellung　der　Matukata－Sammlung　　　Ublichen　Inschrift　IC　XC　NI’KA（sic）darge－

in　Tokio　gezeigt　wurde．　Indessen　gelangte　die　　　stellt：es　ist　nicht，　wie　Ublich，　mit　Lanze　und

Ikone　in　die　Hand　des　anfangs　erwahnten　　　　Hysopstengel　versehen．　Unterhalb　des　Kreu－

Deponenten．　Wann　und　wo　sie　von　Herrn　　zes　befindet　sich　der　Schadel　Adams．

Kojiro　Matsukata　（1865－1950）　erwoben　　　Der　Erhaltungszustand　der　Ikone　ist　im　all－

wurde，　entzieht　sich　unser　Kenntnis．　　　　　　　　gemeinen　gut：auf　der　Vorderseite　sind

Die　mit　Tempera　auf　Levkas　bemalte　Ikone　　　einige　Partien，　so　z．　B．　ein　Teil　der　Gewander

miBt　in　Hochformat　71×47，5　cm．　Auf　der　　　des　hl．　Paulus　und　des　benachbarten　Erzengels

Vorderseite　der　Holztafel　ist，　wie　in　den　mei－　　　in　der　Himmelfahrtsszene，　in　spaterer　Zeit

sten　Fallen，　die　Bildfiache　vertieft．　In　diesem　　　　restauriert　worden．　Auf　der　RUckseite　war　die

Binnenfeld　（KovCeg）　sind　auf　goldenem　　　2，5　cm　dicke　Tafel（Laubholz）durch　zwei

Hintergrund　die　Himmelfahrt　Christi　als　　　Querleisten（Sponki）versteift，　die　heute　nicht

Hauptszene　und　oberhalb　derer　der　Got－　　　mehr　vorhanden　sind，　so　daB　die　Tafel　sich

testhron（，，Hetoimasia‘‘）dargeste11t．　Das　in－　　　verzogen　hat．　Die　Holztafel　ist　besonders　auf

nere　Bildfeld　ist　von　einem　breiten，　vorsprin－　　　der　RUckseite　Uberall　wurmstichig．

genden　Rahmen　umgeben，　auf　dessen　oberen

Partie　die　Szene　der　Bewirtung　der　drei　Engel　　　Die　vorliegende　Ikone　ist　bisher　bereits　in

durch　Abraham，　die　als　Bild　der　sonst　nicht　　　　einigen　japanischen　Publikationen　（zuletzt：

darstellbaren　Dreifaltigkeit　genommen　wird，　　1971）78．　als　anonymes，　italienisches　Werk

wiedergegeben　ist．　Sonst　sind　ringsum　auf　　　des　l4．　Jahrhunderts　abgebildet　worden，

dem　Rand　insgesamt　zehn　Heilige　in　unbeweg－　　　wahrend　sie　auf　der　spateren　Einfassung　fUr

licher　Haltung　placiert，　fUr　deren　Zusam－　　　die　Tafel　unten　als　SOUTH　RUSSIAN

menstellung，　wie　viele　der　Ikonen，　kein　　　SCHOOL　l　5　TH　CENTURY　bezeichnet　ist．

offensichtlicher　Grund　zu　finden　ist．　Auf　dem　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　一一

Goldgrund　sind　die　He川gen　auf　dem　linken　　　＋Anm．：In　den　postbyzantinischen　Wandmalereien

und　rechten　Rand　als　frontal　stehende　　　des　16．　Jahrhunderts，　die　von　den　kretischen　Malern

ぽ㌘㌶㌻蕊u：1ぽh黙鷲鶯曇e鷲1㌶鷲鷲曇i
（Namensligaturen　in　Rot）bezeichnet．　Dar－　　　Nikolaos　strategopoulos（oder　Dilios）in　der　Insel

gestellt　sind　（links　oben　beginnend）：HL　　　von　Ioannina　l　Epirus（1543、　Abb．27）；im　Katholikon

J・hannr・d・・V・・la・fr・HL　Nik・lau・・HL　雲蒜ss：鵠1ごt㌫。濡：；ll《ご㌫

Onuphrlos，　Hl・Katharlna，　Hl・Helena，　HL　　　des　Metamorphosis－Klosters，　ebenfalls　in　Meteora

Konstantin，　HL　Paraskeva，　HL　Antonius，　　　（Abb．29）．‘6・
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Es　handelt　sich　hier　jedoch　um　ein　Werk　des　　anderer　Akt　von　1477　notiert，　daB　ein　Maler

Andreas　Ritzos．　Rechtsしmten　aufdem　Rahmen　　　namens　Giovanni　Acotano　Andreas　Ritzos

ist　namlich　zu　FUBen　des　hL　Sebastian　in　　　zustimmte，54　Vorbilder　der　heiligen　Figuren

Schwarz　auf　Griechisch　die　Signatur　des　　　zu　verkaufen：dieser　Maler　Giovanni　Acotano
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

KUnstlers　eingetragen：XE1　1）．4～N△Pl・：6　　　（1436－1477　tatig）‘16‘dUrfte，　nach　M．　Cattapan，

P17’Z～≦（、4わb．3）．　Bis　vor　kurzem　wurde　　　Lehrer　von　Andreas　Ritzos　gewesen　sein．

die　Zeit　der　Tatigkeit　dieses　Malers，　dessen　　　Sein　Sohn　Nikolaos　Ritzos　wurde　wahrschein－

signierte，　jedoch　nicht　datierte　Werke　schon　　lich　um　l460　geboren　und　wurde　auch

bekannt　waren，　von　verschiedenen　Forschern　　　Malerll7‘．　Nikolaos　Ritzos　s▲gniert　die　in　der

wie　A．　de　Montor（1811），　S．　Lambros，　E．　　alten　serbisch－orthodoxen　Kirche　von　Sara－

MUntz（1893），　A．　L　Frothingham（1894），0．　　jevo　befindliche　Deesis－lkoned81，　deren　auf

Wulff（1925），　Ch．　Diehl（1926），　F．　W川umsen　　dem　Rand　dargestellte　Himmelfahrt　Christi

（1927），Ph．　Schweinfurth（1930），　S．　Bettini　　　jnteressanterweise　mit　derselben　von　seinem

（1933，1954），L．　Mirkovi6（1936），　A．　Xyngo－　　Vater，　der　Tokioter　Ikone，　Ubereinstimmt．

poulos（1957），　V．　Djuri6（1961），　M．　Chatzida－　　Die　Malerfamilie　Ritzos　stammt　von　der　lnsel

kis（1962），　V．　N．　Lasareff（1966）u．　a．　zwischen　　　Kreta，　wie　Andreas　Ritzos　auf　seinen　Werken

dem　I　l．　und　l6．　Jahrhundert　vermutet’　i〔1‘，　　　－auf　beiden　lkonen　der　sogennanten　Passions－

und　Andreas　Ritzos　ist　gew6hnlich　als　Ex－　　madonna’22・，　die　sich　heute　im　Museo　Ban－

ponent　der　kretischen　Schule　des　l6．　Jahrhun－　　　dini　in　Fiesole（Abb．6），20．　und　in　der　Galleria

derts　angesehen　worden．　Seitdem　M．　Cattapan　　　Reale　in　Parma（Abb．7）12山befinden，　und　auf

［siehe　Anm．（10），〔34、‘］1968　auf　Grund　von　ca．　　der　Ikone　der，，Hodegetria‘‘im　Museo　del

400　Notariatsakten　in　den　Archiven　von　　　Camposanto　Teutonico　in　Rom（23．－in　Latei－

Venedig　und　Candia　eine　Namensliste　der　l　l　6　　　nisch　signiert：Andreas　Rico　de　Candia

auf　Kreta　etablierten　Maler　aus　der　Zeit　　pinxit（auf　den　beiden　Ikonen　in　Fiesole　und

zwischen　1300　und　l500　ver6ffentlichte，　　　Rom）bzw．　Andreas　Ricio　de　Candia　pinxit

wissen　wir　jedoch　heute，　daB　Andreas　Ritzos　　　（auf　der　Ikone　in　Parma）．　Dieses　Rico（bzw．

in　der　zwelten　Halfte　des　I　5．　Jahrhunderts　auf　　　Ricio）ist　die　lateinische　Transkription　des

der　lnsel　Kreta　tatig　ward’i）．M．　Cattapan　hat　　griechischen　PITZOC．

darauf　hingewiesen，　daB　Andreas　Ritzos　und

sein　Sohn　Nikolaos　Ritzos　in　22　Notizien　　Was　das　Oeuvre　des　Andreas　Ritzos　betrif『t，

zwischen　l421　und　1　499　erwahnt　sind，　und　der　　　　ist　es　heute　noch　nicht　genUgend　erforscht．

erstere　in　der　Zeit　von　l451　bis　l　492，　der　　　　Besonders　ist　das　Vorhandensein　seines

letztere　in　der　von　1486　bis　1499　tatig　war．　Aus　　Werkes　in　Tokio　bisher　nicht　bekannt　gewesen．

den　Notariatsakten　geht　auch　hervor，　daB　die　　　Bis　jetzt　wissen　wir，　die　Ikone　in　Tokio

beiden　ihren　Wohnsitz　in，，Borgo　Candia“　　mjtgerechnet，　insgesamt　neun　signierte　lkonen

hatten．　Aus　der　Tatsache，　daB　d．ie　Eltern　des　　　von　Andreas　Ritzos，　von　denen　vier　mit　der

Andreas　Ritzos　im　April　l420　die　Hochzeit　　　lateinischen　Signatur　versehen　sind：auBer

hielten，und　Andreas　Ritzos　in　einem　Notariats－－　　den　bereits　genannten　drei　Madonnenikonen

akt　von　I　451　schon　als、．Pinctor“erwahnt　ist，　　　in　Fiesole（Abb．6），　Parma（Abh．7）und　Rom

schlieBt　M．　Cattapan，　daB　Andreas　Ritzos　um　　　befindet　sich　in　der　St．　Blasius－Kirche　in　Ston

l420／21　geboren　worden　sein　dUrfte．　Ein　　　（Dalmatien）noch　ejne　Ikone　der，Passions一
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madonna“（Abb．8）24，aus　der　aber　nur　ein　　　die　Darstellung　des　hl，　Nikolaus　imTriptychon

ein　Teil　der　Signatur　erhalten　ist．　Hingegen　　　von　Bari　fast　vollkommen　mit　demselben　in　der

sind　die　Ubrigen　fUnf　Ikonen　ill　Griechisch　　　Tokioter　Ikone（Abb．1）Uberein，　so　daB　man

（Xεiρ，4レδ60りPこτζoのsigniert：ein　Christ　　　nicht　mehr　die　Identitat　der　Malerhande　von

Pantokrator　im　Kloster　des　Evangelisten　Jo－　　den　beiden　Werken　bezweifeln　k6nnte．　Das

halmes（Kapelle　des　hl．　Christodoulos）auf　　Triptychon　von　Bari　ist，　nach　M．Cattapan‘34‘，

Patmos（Abb．9）：’627　eine　thronende　Mut－　　bemerkenswerterweise　1451　zしl　datieren：jenes

tergottes　ebenda；eine　Ikone　mit　den　Buch－　　　Jahr，　wo　Andreas　Ritzos　in　den　Dokしlmenten

staben　J．　H．　S．（Jesus　Hominum　Salvator），　　zum　ersten　Mal　als　Maler　erwahnt　wurde．

deren　heutige　Besitzer　unbekannt　ist　（Abb．

10）‘Ls；eine　Koimesis　in　der　Galleria　Sabauda　　　Bevor　wir　zu　stilistischen　und　ikonographi－

in　Turin（Abb．5’〃ld　4），z9；und　schliel31ich　　　　schen　Problemen　der　in　Frage　stehenden

eine　Himmelfahrt　Christi　mit　Hetoimasia　im　　　Ikone　Ubergehen，　sei　hier　die　kretische　Schule

Nationalmuseum　fUr　Westliche　Kunst　ill　　kurz　el’wahnt．　Die　Insel　Kreta，　wo　Andreas

Tokio（Abb．1）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ritzos　geboren　wurde　und　ansassig　war，

Von　diesen　Werken　ist　die　Ikone　mit　den　　　spielte　nach　dem　Fall　von　Konstantinopel

Buchstaben　J．　H．　S．（Abb．ノ0）offensicht｜ich　　　und　der　Eroberung　der　griechischen　Terri－

stilistisch　von　den　anderen　verschieden．　Th．　　　　　torien　durch　die　TUrken　eine　auBerordentlich

G．Peterson［siehe　Anm．（10）36］wirft　die　　　groBe　Rolle　fUr　die　byzantinische　Nachfol－

Frage　auf，　ob　diese　Ikone　wirklich　von　der　　　gekunst，　bis　auch　diese　Insel，　die　l204　den

Hand　des　Andreas　Ritzos　stammt　lln：der　　　Venezianern　ill　die　Hande　gefallen　war‘42‘，

Stil　ist　hier　stark　italienisch　beeinfiuBt．　Die　　　l669　von　den　TUrken　erobert　wurde．　Das

Ikone　in　Tokio　ist　auBer　der　Koimesis－lkone　　　Kunstzentrum　verlagerte　sich　nach　Kreta，

in　Turin（Abb．5）die　einzige　kompositorisch－　　wohin　Maler　aus　Konstantinopel　bereits　zu

szenische夏kone，　die　von　Andreas　Ritzos　　　Beginn　des　l　5．　Jahrhunderts，　und　aus　Mistra

signiert　ist．　Die　Handschrift（Abb．3uiid　4）　　　nach　1543　ausgewandert　wareni44ト，　so　daB

sowie　der　Figurenstil　sind　in　den　beiden　　　die　Kunst　der　groBen　Zentren　mitgebracht

Werken　identisch：so　laBt　sich　z．　B．　der　Kopf　　wurde．　Im　16．　Jahrhundert　wurden　bekannt－

des　hl．　Paulus　in　der　Himmelfahrtsszene　von　　lich　die　bedeしitenden　Wandmalereien　auf　dem

Tokio　mit　demselben　in　der　Koimesis　von　　　Berge　Athos　wie　in　den　Meteorakl6stern　von

Turin　gut　vergleichen．　　　　　　　　　　　　　　　kretischen　KUnstlern　ausgefU　hrt　i　’i　5‘．

AuBer　diesen　signierten　Werken　hat　sich　eine　　Feste　Anhaltspunkte　fUr　die　kretischen　Maler

Reihe　von　Ikonen，　in　erster　Linie　die　der　　　des　l4．　und　l5．　Jahrhunderts　haben　gefehlt，

，，Passionsmadonna‘’，　erhalten，　die　Andreas　　bis　M．　Cattapan，　wie　schon　gesagt，1968　die

Ritzos　zugeschrieben　worden　sind　lll．Von　　　Notariatsakten　ver6ffentlichte‘48「．　Er　unter－

solchen　Ikonen　scheinen　die　der　Madonna　in　　　suchte　vor　allem　ca．360　Dokumente　all　der

Rethymnon（Kreta）‘II　L）‘und　das　Triptychon　　　Notaren　von　Candia（ca．70）aus　der　Zeit

mit　der，，Passionsmadonna‘’　und　zwei　Heiligen　　　zwischen　1271　und　1500　in　den　Archiven　von

in　der　St．　Nikolaus－Kirche　in　Bari（Abb．〃）‘33．　　　Venedig，　und　hat　darauf　hingewiesen，　daB　in

aller　Wahrscheinlichkeit　nach　von　der　Hand　　den　Notariatsakten　des　l　3．　Jahrhunderts　keine

des　Andreas　Ritzos　zu　sein．　Besonders　stimmt　　　Malernamen　zu　finden　sind，　was　ihn　zu　dem
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SchluB　brachte，　daB　Kreta　vor　l　300　kein　　　beginnt　diese　Schule，　die　ih　re　BIUte　der

aktives　Kunstzentrum　gewesen　war．　Hingegen　　　Ikonenprodしiktion　in　der　zweiten　Halfte　des

sind　in　M．　Cattapans　Namensliste　der　auf　　l6．　Jahrhunderts　und　in　der　ersten　Halfte　des

Kreta　etablierten　Maler　aus　der　Zeit　zwischen　　　l7．　Jahrhunderts　erlebte，　eine　bedeutende

1300und　1500　mehr　als　30　Maler　verzeichnet，　　Rolle　zu　spielen．　Man　kann　aus　der　Liste　M．

die　im　14．　Jahrhundert　tatig　waren．　Es　ist　hier　　　Cattapans　mehr　als　l　IONamen　von　Malern，

beachtenswert，　wie　M．　Cattapan　hinweist，　daB　　　die　auf　Kreta（hauptsachlich　in　Candia）im

unter　diesen　Malernamen　des　l　4．　Jahrhunderts　　　l5．　Jahrhundert　arbeiteten，　wissen，　jedoch

neben　den　Malern　aus　Konstantinopelしmd　　　sind　davon　nur　sechs　Maler，　deren　signierte

Zypern　1．　50，　diejenige　nicht　selten　zu　finden　　　Werke（Ikonen）bisher　bekannt　geworden

sind，　die，　wie　es　aus　ihren　Namen（Venier；　　　sind：　Andreas　Ritzos，　Nikolaos　Ritzos

…
di　Venezia）1491　hervorgeht，　aus　Venedig　　　［17“d8．，　Antonios　Papadopoulos‘55，，　Andreas

nach　Kreta　kamen．　M．　Cattapan　meint　daher，　　Pavias　i　56，Fra’Antonio　De　Nigropontel57／

daB　es　von　dem　l4．　Jahrhundert　an　Ublich　　　und　Nicholas　ZafurisLss．．Von　diesen　Malern，

wurde，　byzantinisierende　Maler　aus　Venedig　　　die　alle　in　der　zweiten　Halfte　des　l　5．　Jahr－

auf　Kreta　ihre　Werkstatten　zu　unterhalten‘5L．　　hunderts　tatig　waren，　ist　Andreas　Pavias，　wie

Higegen　ist　es　eine　bekannte　Tatsache，　daB　ab　　　im　Falle　von　Andreas　Ritzos，　bis　vor　kurzem

dem　16．　Jahrhundert　umgekehrt　kretische　　　fUr　einen　Maler　des　16．　Jahrhunderts　gehalten

Maler　nach　der　Lagunenstadt　gingen．65．　　worden．　Zum　Unterschied　von　den　zahlreich

Durch　den　Kontakt　mit　den　Venezianern　　　vorhandenen　kreto－venezianischen　Ikonen　des
sind　die　kretischen　Maler，　die　auf　dem　Palaolo－　　　16．　und　l　7．　Jahrhunderts　haben　sich　solche

genstil　basieren，　standig　unter　dem　Einf1しIB　　　　des　l　5．　Jahrhunderts　wenig　erhalten，　obwohl

des　italienischen　Stils　gestanden．　Aus　dieser　　　zahlreiche　Malernamen　aus　dieser　Zeit

Wechselbeziehung　kann　erklart　werden，　daB　　schriftlich　dokumentiert　sind．　Es　versteht

sich　unter　den　griechisch　signierten　Werken　　sich　in　diesem　Sinne　von　selbst，　daB　die　lkone

des　Andreas　Ritzos，　der　Uberhaupt　an　dem　　　des　Andreas　Ritzos　im　Nationalmuseum　fUr

byzantinischen　Stil　festhielt，　auch　italienische　　Westliche　Kunst　in　Tokio　ein　bedeutendes

EinflUsse（Vgl．　Abb．10）finden　lassen，　wie　in　　　Beispiel　der　frUhen　kretischen　Ikonenmalerei

der　Ikone　in　Tokio（／4bb．1）der　italienische　　　darstellt．　DaB　bloB　innerhalb　eines　Jahrhun－

Martyrer　Hl．　Sebastian－ausnahmsweise　in　　　derts　die　Existenz　der　Uber　100　Maler　uns

den　postbyzantinischen　Ikonen－dargestellt　　　bekannt　ist，　zeigt　auBerdem，　wie　stark　bereits

ist．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　im　15．　Jahrhundert　die　Nachfrage　nach　den

Der　Ursprung　der　kretischen　oder　kreto－ve－　　Ikonen　der　kretischen　Maler　war．　We　schon

nezianischen　Malschule，　die　auch　noch　nach　　　erwahnt　wurde，　malte　Andreas　Ritzos　wieder－

der　Eroberung　der　Insel　durch　die　TUrken　　　holt　die　Ikonen　der，，Passionsmadonna’‘，　die

（1669）in　der　griechischen　Kolonie　von　　　einmal　griechische，　zum　anderen　Mal　lateini－

Venedig　bis　zum　18．　Jahrhundert　fortbestehen　　sche　Inschriften　tragen：Wie　es　sich　auch

wird，　ist　mit　Hi脆von　dem　neuen　Material，　　daraus　ergibt，　arbeiteten　namlich　Andreas

das　M．　Cattapan　untersuchte，　im　l4．　Jahr－　　Ritzos　und　die　kretischen　Ikonenmaler　nicht

hundert，　d．　h．　vor　der　postbyzantinischen　　　　　nur　fUr　griechische　Orthodoxen，　sondern　auch

Zeit，　zu　suchen．　Ab　dem　l　5，　Jahrhundert　　　fUr　lateinische　Katholiken．59．　In　diesem
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Zusammenhang　ware　es　interessant，　daB　　　Peribleptos－Kirche　in　Mistra（1340－1360）1s5

sich　vier　von　den　insgesamt　neun　signierten　　　ausschmUckte，　namlich　der　sogenannten

Ikonen　des　Andreas　Ritzos　heute　gerade　in　　　M川eゴischen，，kretischen　Schule“，　die　mit

Italien　befinden．　　　　　　　　　　　　　　　　　　der　Konstantinopler　Kunst　in　Verbindung
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　steht，　zugeschrieben　s6．Von　den　Fresken　von

Nun　kommen　wir　auf　die　Ikone　in　Tokio　　　Pantanassa　ist　vor　allem　der　Gewandstil　der

selbst　zurUck，　um　den　Stil　und　die　Ikono－　　　Apostel　in　der　Szene　der　Lazaruserweckung

graphie　dieses　Werkes　von　Andreas　Ritzos　zu　　　（Abb．13）und　in　der　der　Himmelfahrt

untersuchen．　Andreas　Ritzos，　der　in　der　　　Christi．s7　mit　demselben　in　der　Himmel－

zweiten　Halfte　des　l　5．　Jahrhunderts　auf　Kreta　　　fahrtsszene　des　Andreas　Ritzos（Abh．12）zu

tatig　war，　stellt　einen　der　frUhen　postbyzan－　　　vergleichen　sl．Gemeinsam　sind　hier　die

tinischen　kretischen　Ikonenmaler　dar，　die　　　schematisch　aufgesetzten　Lichter　und　die

stark　den　Traditionen　der　vorhergehenden　　　　scharfe，　eher　geradlinige　Faltengebung：ein

Zeit　der　Palaologen，　insbesondere　die　spat－　　　Gewandstil，　der　im　Grunde　als　Umsetzung

palaologische　Kunst，　folgten．　　　　　　　　　　　der　malerischen　Offenheit　der　PinselfUhrung

DersehrabgezirkelteAufbauderKomposition　　－wie　sie　in　den　Werken　aus　der　ersten
in　der　Ikone　in　Tokio，　und　die　graphisch－　　　Halfte　des　l4．　Jahrhunderts　wie　z．　B．　die

linearen　Elemente　sowie　die　stilisierten　Zonen　　Wandmalereien　der　Chora－Ki　rc　he　ts“j　“und　die

des｛jberganges　von　Licht　und　Schatten　in　der　　　mit　diesen　verwandte　Ikone　der　Versammlung

Draperie　sind　Charakteristika　der　Konstan－　　der　zw61f　Apostel　in　Moskaulgo．　zu　sehen　ist

tinopler　Ikonen　aus　der　zweiten　Halfte　des　l4．　　　－in　den　graphischen　Schematismus　verstan－

Jahrhunderts　und　aus　der　ersten　Halfte　des　　den　werden　kann．　Man　kann　also　feststellen，

15．Jahrhunderts’so；der　lang　gestreckte　　　daB　der　Stil　der　Ikone　in　Tokio　am　besten　mit

Figurentypus　mit　dem　schmalen，　Uberfeinerten　　　den　Beispielen，　die　mit　der　spatpalaologischen

Kopf　ist　auch　typisch　pa12iologisch．　Von　den　　　Kunst　Konstantinopels　zusammenhangen，

Ikonen，　die　in　der　ersten　Halfte　des　l　5．　　　sich　vergleichen　laBt　und　der　Stilstufe

Jahrhunderts　in　Konstantinopel　entstanden，　　　der　ersten　Halfte　des　l　5．　Jahrhunderts　ent－

scheint　die　Anastasis－lkone　in　Leningrad　　　　　spricht．

（Eremitage，　Abb．14）8：｝，　aus　dem　zweiten　　　Nicht　nur　in　stilistischer　Hinsicht，　sondern

Viertel　des　15．　Jahrhunderts　stilistisch　der　　　　　auch　in　der　ikonographischen　erbte　Andreas

Ikone　in　Tokio　am　nachsten　zu　stehen．　Aber　　　Ritzos　das　Vermtichtnis　der　palaologischen

der　Gewandstil，　der　nahere　Verwandschaft　　　Kunst．　Von　den　drei　szenischen　bzw．　sym－

mit　der　Ikone　des　Andreas　Ritzos　als　die　　　bolischen　Darstellungen　auf　der　lkone　in

Leningrader　Ikone　zeigt，　laBt　sich　in　der　　　Tokio－die　Himelfahrt　Christi，　der　Gottes－

Wandmalerei　der　Pantanassa－Kirche　in　　thron（Hetoimasia）und　die　hl．　Dreifaltigkeit

Mistra（ca．1428，　Abb．ノ3）lsl　finden．　Die　　－bewahrt　die　zuletzt　genannte　Darstellung

Fresken　von　Pantanassa　wurden　frUher　von　　　　（Abb．　15）　besonders　getreu　die　typisch

G．Millet　wegen　der　ikonographischen　Merk－　　palaologische　Ikongraphie．　Der　im　l4．　Jahr－

male　als　Werk　der　sogenannten，，mazedoni－　　hundert　in　Konstantinopel　geschaffene　Bild－

schen　Schule“angesehen，　aber　heute　werden　　　typus　fUr　die　hl．　Dreieinigkeit　kann，　wie　es

sie　richtiger　der　Schule，　die　die　Wande　der　　z．　B．　in　der　Ikone　des　Benaki－Museums　in
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Athen（Abb．ノ6）　c　9・　ls　’aus　der　zweiten　Halfte　　　leicht　nach　links　gewendet　steht，　nicht，　wie

des　14．　Jahrhunderts　zu　sehen　ist，　dadurch　　　das　Malerhandbuch　vom　Berge　Athos

charakterisiert　werden，　daB　dem　mittleren　　　beschreibt，　auf　den　himmelfahrenden　Christus

Engel　statt　der　herk6mmlichen　frontalen　　　blickt．　Dem　Autor　dieser　Zeilen　ist　das

Haltung　eine　leichte　Neigung－seinen　Kopf　　　Beispie1，　das　mit　der　Himmelfahrtsszene　in

leicht　nach　links　und　seinen　Oberk6rper　　　der　Ikone　von　Tokio　Ubereinstimmt，　aus　der

leicht　nach　rechts－gegeben　ist，　so　daB　inder　　　　palaologischen　Zeit　nicht　bekannt，　jedoch

GrupPe　der　drei　Engel，　die　einzeln　auf　drei　　　findet　es　sich　in　einer　Reihe　von　kretischen

Seiten　des　viereckigen　Tisches　sitzen　und　im　　　　Ikonen　des　16．　Jahrhunderts．　In　der　Sammlung

Gesprach　begriffen　erscheinen，　eine　formale　　　der　Comunita　di　San　Giorgio　dei　Greci　in

wie　gedankliche　Geschlossenheit　entsteht．　　　Venedig　sind　drei　StUcke　miteinander　ver，

Die　Vorlage，　der　sich　Andreas　Ritzos　bediente，　　　wandter　Ikonen　mit　der　Himmelfahrtsszene

dUrfte　eben　eine　derartige　palaologische　　　（Nr．12，44，77ンloo‘erhalten，　von　denen　das

Darstellung　der　hL　Dreifaltigkeit　gewesen　sein．　　von　M．Chatzidakis　in　die　Mitte　des　l6．　Jahr－

Die　Ikone　des　Andreas　Ritzos　stimmt　in　der　　hunderts　datierte　Werk（Nr．12，　Abb．19）（101・，

Haltung　der　einzelnen　Engeln　sowie　Abrahams　　　wo　al　lerdings　das　Gesicht　und　die　Hande　Maria

und　Saras，　die　beide　die　himmlischen　Gaste　　　1958　retuschiert　sind，　erstaunlich　genau　mit

bewirten，　mit　der　Athener　Ikone　Uberein，　　　dem　I｛immelfahrtsbild　von　Tokio　Uberein一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　コjedoch　ist　in　der　Tokioter　Ikone　wegen　des　　　stimmt．　Die　Ubereinstimmungen　lassen　sich

Formates　die　ovale　Bewegung，　die　alle　　　von　der　Aufstellung　der　einzelnen　Apostel，

personen　enthtilt，　zum　Unterschied　von　der　　　ihrer　Haltung　und　dem　Gewandstil　bis　ins

Athener　Ikone，　verlorengegangen．　Diese　ovale　　　einzele　wie　z．　B．　das　Knorren－Motiv　am

Bewegung　im　Prototypus　ist　hingegen　in　　　Olbaum　ganz　rechts　verfolgen．　Trotz　dieser

einer　Ikone　in　Leningrad（Eremitage，　Abb．　　　Ubereinstimmungen　laBt　sich　in　den　beiden

17ハ96、，die　von　V．　Lasareffl95・als　Konstan－　　Werken　andererseits　auch　ein　nicht皿bedeu－

tinopler　Werk　aus　der　ersten　Halfte　des　15．　　tender　Unterschied　erkennen：die　Proportionen

Jahrhunderts　angesehen　wurde，　getreu　kopiert．　　　der　Figuren　in　der　Ikone　von　Venedig　sind

Die　Leningrader　Ikone　gleicht　bemerkens－　　　gedrungen，　zum　Unterschied　von　den　palao－

werterweise　der　Tokioter　Ikone　bis　in　Details：　　　logisch　eleganten　schlanken　in　Tokio．　Aus

die　beiden　Werken　mUBten　auf　einen　Prototy－　　dieser　Tatsache　liegt　schon　vielmehr　nahe，

pus　des　l4．　Jahrhunderts　zurUckgehen．　　　　　daB　die　beiden　Werke　auf　einen　Prototypus

Das　Himmelfahrtsbild　（Abb．18）scheint　　　zurUckgehen，　als　daB　die　Ikone　des　l　6．　Jahr－

auch　von　dem　palaologischen　Vorbnd　angeregt　　　hunderts　in　Venedig　direkt　von　der　des　l5．

worden　zu　sein．　FUr　diese　Darstellung　der　　　Jahrhunderts　in　Tokio　kopiert　worden　ist．

Himmelfahrt　Christi　ist　charakteristisch，　daB　　　Dieser　Typus　des　Himmelfahrtsbildes　dUrfte

Christus　etwas　nach　rechts　gewendet　auf　dem　　　　sich，　wahrscheinlich　von　Konstantionopel

Regenbogen　sitzt；die　beiden　Engel，　die　die，　　　eingefUhrt，　in　der　kretischen　Schule　verbreitet

als　groBe　Rundscheibe　wiedergegebene，　　　haben．　Tatsachlich　kommt　dasselbe　Himmel－

Aureole　haltend　fl　iegen，　nach　auBen　wenden；　　　fahrtsbild　wie　die　Ikone　in　Tokio　in　den

und　schlieBlich　die　Mutter　Gottes，　die　die　　　spateren　Ikonen　und　Fresken　der　kretischen

beiden　Hande　vor　der　Brust　haltend　und　　　Maler　wiederholt　vor：in　den　Wandmalereien
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auf　dem　Berge　Athos－HL－Paulus－Kloster　　polis－Kirche　zu　Mistra（Abb．23）（111｝das

（1553）d・　io2｝　und　Xenophontos－Kloster（Narthex　　　Motiv　der　Engelsgruppe　zu　beiden　Seiten　vom

des　Katholikon，1563，　Ab／）．20）1011．－und　in　　　Thron：ein　Motiv，　das　die　Darstellung　der

der　lkone　vermutlich　aus　dem　l　7．　Jahrhundert　　　Hetoimasia　in　der　lkone　von　Tokio　charakteri－

im　Benaki－Museum　in　Athen（Abb．21）‘lo』1．　　siert．　In　Mistra　zeigt　das　Weltgericht　aber　die

AuBerdem　findet　sich　der　selbe　Typus　der　　　Hetoimasia　mitder　Taube　des　Hl．　Geistes，　was

Himmelfahrt　Christi，　allerdings　in　etwas　　　jedoch　eine　sinnwidrige　Versetzung　des

modifizierter　Form，　in　der　Michael　Damas－　　Motives　darstellt．

kinos　zugeschrieben　Ikone　des　16．　Jahr－　　Wie　wir　schon　gesehen　haben，　sind　die

hunderts　in　Venedig（Sammlung　der　Comu－　　　einzelnen　szenischen　bzw．　symbolischen　Dar－

nita　di　San　Giorgio　dei　greci，　Nr．44）．105，in　　　stellungen　selbst　in　der　Ikone　von　Tokio

der　Benedictos　Emporios　zugeschrieben　Ikone　　　ikonographisch　wie　stilistisch　h6chst　tradi－

des　17．　Jahrhunderts　ebenfalls　in　Venedig　　　　　tionsgebunden，　sie　　sind　　nicht　besonders

（ebenda，　Nr．77）1｛’6，u．　a．．107　　　　　　　　　　　auffallig．　Jedoch　ist　bemerkenswert，　daB　im

Oberhalb　der　Himmelfahrtsszene　ist　in　der　　　inneren　Bildfeld　die　Hetoimasia　oberhalb　der

Ikone　von　Tokio　der　Gottesthron（Abb．22）　　　Himmelfahrt　Christi　placiert　ist．　Die　Hetoi－

dargestellt．　Der　Gottesthron，　der　entweder　　　masia　erwartet　hier　namlich　den　gegen　Himmel

das　Symbol　der　unsichtbaren　Gegenwart　　fahrenden　Christus，　was　die　der　Weltgerichts－

Gottes　ist，　oder　fUr　den　kommenden　Christus　　　Hetoimasia　zugrunde　liegende　Vorstellung

als　Weltenrichter　bereitsteht，　wird　bekanntlich　　voraussetzen　muB，　daB　der　Thron　leer　bereit－

in　der　modernen　Ikonographie　als　Hetoimasia　　　steht．　Beispiele　der　Verwendung　des　Hetoi－

bezeichnet’io・s．Der　Thron　ist　in　der　Ikone　in　　　masia－Motives　in　die　Himmelfahrtskomposi－

Tokio　mit　den　Leidenswerkzeugen　sowie　dem　　　tion　kommen　nur　sporadisch　vor，　als

Buch　des　Lebens　ausgestattet：Die　Hetoimasia　　　Ikonenthema　finden　sich　Beispiele　dafUr

ohne　Taube　des　Hl．　Geistes　wie　in　dieser　lkone　　auBer　der　Ikone　von　Tokio，　meines　Wissens，

stellt　Uberhaupt　einen　Bestandteil　der　mittel－　　　nicht．　Th．　v．　Bogyayc112〕weist　auf　zwei

und　spatbyzantinischen　Darstellung　des　　　seltene　Falle　hin：in　der　Kirche　des　hl．

JUngsten　Gerichtes　dar．　Es　handelt　sich　hier　　　Herakleidios　von　Kalopanayiotis　auf　Kreta

um　die　aus　der　Weltgerichtskomposition　　（erste　Halfte　des　13．　Jahrhunderts，　Abb．

ge16ste　Hetoimasia．　So　ist　zum　Beispiel　in　　　24）‘113　und　in　Bijelo　Polje　Serbien（1317／21，

dem　Fresko　des　Weltgerichts　in　der　Chora－　　Abb．25）’114．．　Von　den　beiden　Beispielen　der

Kirchetio9’）oder　in　den　Ikonen　der　von　der　　Wandmalereien　ist　allerdings　in　der　ersteren，

Komposition　des　Weltgerichts　abgeleiteten　　zum　Unterschied　von　der　lkone　in　Tokio，　die

Allerheiligen（z．　B．　die　griechische　Ikone　aus　　　Taube　des　HL　Geistes　dem　Thron　beigegeben，

der　zweiten　Halfte　des　17．　Jahrhunderts　im　　　wahrend　im　Ietzteren　rechts　vom　Thron

Ikonenmuseum　zu　Recklinghausen，　Nr．　　　Gottvater　und　zwischen　ihm　und　dem　gegen

350）↓110．）in　gleicher　Weise　wie　in　der　Tokioter　　Himmel　fahrenden　Sohn　die　Taube　dargestellt

Ikone　wiedergegeben，　wie　Adam　und　Eva　vor　　　sind：die　Hetoimasia　ist　hier　in　beiden　Fallen

dem　Thron　knien．　Noch　dazu　findet　sich　auch　　　under　trinitarischem　Aspekt　verstanden．

in　der　Wandmalerei　des　Jttngsten　Gerichts　aus

dem　14．　Jahrhunderts　im　Narthex　der　Metro－　　　Zum　SchluB　sei　auch　die　Koimesis－lkone　in
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Turin（Abb．5）ikonographisch　kurz　erwahnt，　　　　ッツォスの署名。　4　トリノ，ガレリァ・サパゥダ。リ

die　schon　langst　als　eines　der　signierten　Haupt一　　　　ッツォスの署名r　5　トリノ・ガレリア’サパウダ・　リ

werke　von　Andreas　Ritzos　bekannt　ist．　Von　　　　ッツォスのイコン（署名入）・「聖母の死」・　6　フィェ

den　reichhaltigen　palaologischen　Koimesis－　　　一ゾレ，ムゼオ’パンディー二・リッツォスのイコン（署

Bildern，　die　auf　das　Wesentliche　der　Szene　　名入）・「受難のマドンナ」e　7パルマ，ガレリア’レ

nicht　beschrankt，　sondern　durch　Nebenszenen　　　アーレ・リ・ツォスのイコン（署名入）・「受難のマドン

wi、　di，　wunde，b。，e　Z。、amm，nfUh，ung　d・・　ナ・・8ストン（ダルマチア），聖ブラシウス教会・リ

Ap。、t，l　au、　d・n　La・d・・n　ih・e・Missi・n　und　・ツ・スのイコン〈鼎三）・「受難のマ〔ンナ）・『

l㍑㌶1燃，lls㌶㍑麟；二；：・晋蒜撒1：駕竺；
besonders　m　folgender　Hlnslcht　heranziehen・　　　分。　13　ミストラ，パンタナ。サ修道院教会。壁ll｛∬

In　der　Komposition　der　Turiner　Koimesis－　　　（1428年頃）。「ラザ。の復活」部分。　14　レニングラー

Ikone　fallt　namlich　auf，　daB　die　Aposte1，　die　　　ドnエレミタ＿ジュ．イコン（コンスタンチノ＿プル，15

gew6hnlich　zu　beiden　Seiten　des　Sterbelagers　　　世紀第2四半世紀）。「アナスタシス」部分。　15　国立

in　zwei　GrupPen　geteilt　dargestellt　werden，　　　西洋美術館。　リッツォスのイコン部分。　16　アテネ，

mit　Ausnahme　von　einem　einzigen　Apostel　　　ペナキ美術館。イコン（コンスタンチノープル，1411ヒ紀

（H1．　Paulus），　alle　rechts　von　dem　Sterbebett　　　後半）。「聖三位一’体ln　17　レニングラード，エレミタ

placiert　sind，　wahrend　links　davon　eine　Schar　　　　一ジユ。イコン（コンスタンチノープノし，15世紀前半）。

von　Engeln　dargestellt　ist．　Es　ist　beachtens－　　　「聖三位一体」・　18　国、ll：西洋美術館，　vッツォスのイ

wert，　daB　sich　diese　charakteristische　Koimesis一　　　コン部分。　19　ヴエネツィア，コムニタ・ディ・サン・

Komposition　der　Ikone　von　Andreas　Ritzos，　　　ジ。ルジオ・ディ・グレーチのコレクシ。ン。イコン（〈ク

der　die　Ikonographie　wie　der　Stil　der　Kunst　　　レタ＝ヴェネツィア派ジ，16ili：紀lll栗N’．12）。「キリ

der　vorangehenden　Zeit　der　Palaologen　zu　　　スト昇天」・　20　アトス山・クセノフォントス修道院教

verdanken　hat，　eben　unter　den　Wandmale一　　会。壁画（1563年）。「キリスト昇天」・21アテネ・べ

reien　der　Peribleptos－Kirche　in　Mistra，　die　　ナキ美術館。イコン（〈クレタ＝ヴエネツィア派〉，17世

die　Konstantinopler　Kunst　des　14．　Jahrhun一　　　紀）・「キリスト昇天⊥　22国、Vl西洋美術館・リ・ツォ

derts　fortsetzen，　findet．　　　　　　　　　　　　　　　　スのイコン部分・　23　ミストラ，メトロポリス。壁画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14世紀）。「神の御座」．　24　カロパナイイオティス（キ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プロス島），聖ヘラクレイディオス教会。壁画（13世紀前

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半）。「神の御座」を伴う「キリスト昇大」部分。25　ビ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ェロ・ポリエ（セルビア）。壁画（1317／21年）。「神の御

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座」を伴う「キリスト昇天」部分。　26　ミストラ，ペ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リブレプトス修道院教会n壁画（14世紀未または15世紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　初頭）。「聖母の死」．　27　イオァニナ（イピロス），聖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニコラオス・ストラテゴプロス（またはディリオス）修

図版目録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道院教会。壁画（1543年）。「聖セパスチアヌス」。　28

1　国立西洋美術館（所蔵番サP－408）。アンドレアス・　　　　メテオラ，パルラーム修道院教会。壁画（フランゴス・

リッツォス作（署名入）のイコン（15世紀，〈クレタ派ン）。　　　カテラノス？，1548年）。「聖セパスチアヌス」。　29　メ

「神の御座」を伴う「キリスト昇入」。　2　国立西洋美術　　　　テォラ，メタモルフォーシス修道院教会，壁画（16世紀）、

館。リッツォスのイコン裏面。　3　国、‘ノ：西洋美術館。リ　　　　「聖セパスチアヌスの殉教」、
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1．Tokio，　Nationalmug．　eum　fUr　Westliche　Kunst（Inv．－Nr．　P－408）．　Kretische　Ikone　des　l5．

　　Jhts．　von　Andreas　Ritzos（signiert）：Die　Hi〃1111　（・　（fa／ll’t（7iri．、〃mit　Hetoi〃lasia．
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2．Tokio、　Nat．－Mus．　f．　Westl．　K、ullst．　ROckseite　der　　　　　　　　　　3．　Signatur　von　A．　Ritzos　aしlf

　　　Ikone　von　A．　Ritzos．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　der　Tokioter　Ikone．

4．Signatur　von　A．　Ritzos　auf　der　Koimesis－・Ikone　in　Turin（Detail　von　Abb．5）．
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t 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　1　　　　紅　　　　　　　　　　　　　　　’■’　　　　　　　　　　　〉’　　　　　，　　　ド

　　　　　－　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さロ．i－　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　　　　－くンtへ　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　糖　畷・竃臓浮耀謙震二二．’萎　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　》　　　　　　　　〉　，這遥1t．1：

5．　Turin、　Ga｜leria　Sabauda．　Signierte　lkone　x・Oll　A．　Ritzos：Ko’〃1（・s’∫．
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6．Fiesole，　Museo　Bandini．　Signierte　Ikone　von　A．

　　　Ritzos：Passionsinadonna．

　　7．Parma，　Galleria　Reale．　Signierte　Ikone　von　A．

工　　　　　Ritzos：ノ）a∬～o〃s〃iadonna．

：　　・　…w鷲’“＿驚聾べ．　捲麟鱒

　災±　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　（《

畿　　　　　，　臨　蕎・藷
薬　　　　　　謬　　芸嘉、・　　》
　“　　　　　パ　s・　　　　　｛
　　　　　　　　　　濱　　　慈

ぱ才　　　　　　　　　　　方　〉　　　　　　　　　　　　㍉

　’ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　「　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

フ《　　　　　　　　　　　　’
ピお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ

嚢・宴＿～「，蜘＾．＿。。輔＝＿＿・＿、隔

8．Ston（Dalmatien），　St．　Blasius－Kirche．

Signierte　Ikone　von　A．　Ritzos：

♪α∬io〃S〃iad（）nna．
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9．Patmos，Kloster　des　EvangelistenJohannes．　　　　　　　　　　　　　　　　10．　Signierte　Ikone　von　A．　Ritzos．

Kapelle　des　h1．　Christodoulos．　Signierte　Ikone

von　A．　Ritzos：α〃’～．yl　Pα”ω人’ηω’・（DetaiD．

ll．　Bari，　St．　Nikolaus－Kirche．　Triptychon：」ρas．s’i（川s’ηα‘ノィノ〃’～a〃～〃‘ノ〈・〃’〃．．、’～人ρ／al’s’〃itt‘de〃1〃．ノθんa’ltl（・s．
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　　　　　　　　　羅　　　麟躍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身　　　．　　　　鷲雪
　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　’　　　　　　　　ボ’tl戸享

‘　　　　・文　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　老　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　、　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　∨　　　　　　　　　　　’　　　　　　，情　　1‘

　　　，　il「　　　　澱躍バ糠、購：1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚蒸．議き

　　　　　　　　　　　　　　’　嚢戴．t、，ll，　1：ll，・、：，，，，11嘉

　　　　　　　　　　　　　　縢懸嚢懸

12．Tokio，　Nat．－Mus．　f，　Westl．　Kunst．　lkone　voll．　A．　　　　　　13．　Mistra，　Klosterkirche　von　Panta－

　　　Ritzos：1）ie　Him／nelfah〃Cliristi．　　　　　　　　　　　　　　nassa．　Walldmalerei　um　l428：∠）ie
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E”wc人〃ng　d（」．s’La：aノ’ttS（Detail）．

14．Leningrad，　Staatliche　Eremitage．　Konstantinopler　Ikone
　　　aus　dem　2．　Viertel　des　15．　Jhts．：Anastasis（Detail）．
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15．Tokio．　Nat．－Mus．　f．　WcstL　Kullst．　Ikone、oll　A．　Ritzos：〃／．　Z）〃・両／阜A’　eit．

16．Athen、　Benaki－Museしlm．　Konstantinopler　Ikone　aus　der　2．

　　　Halfte　des　14．　Jhts．：〃／．　D’で｛／lzltigkeit．

17．　Leningrad．　Staatliche　Eremitage．　Konstantinopler
Ikone　aus　dem　l．Halfte　des　l5．　Jhts．ゴ71．　D”etfattigkeit．
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　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　w蕊瑳賑．　　　　転4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繰
翼　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　、
芝・本　ざlbe　　鷺　　シ　糸　　　　　．〆　　　　　　　　v低瀞　㌦　　㌶叢紗　。　ぷ諺　　文簿

18　Toklo，　Nat．－Mus　f．　Westl．　Kunst　Ikone　vOrlへRitzos：Die〃〃ll〃～（・！ft7／lt’t　Cノ〃tsti
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19．　Venedig．　Sammlung　dcr　ConluT］ittl　di　San　Giorgio　dei　Grcci↓Nr．12）．　Krcto－venezianische　lkone　aus　der

　　Mitte　des　l6，　Jhts．：1）～（・〃／〃〃n〈・Ulah，・t　C／u・isti．
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　、輔霧芭’一，…　工　　　：一一“，．・’・’窮　：．：

舗　‘　　・　「φ．ミ
∪・三

φ　　・タ’　　　　』　　　　∵　　　　　・”　　　・　　1

綴灘懸翻曝・1
・ 覇　　　　モ繭　　　　　　　　　　．　　　　パ　　’

～遥　、懸、、　　　tt　　　　　　　鑓
ざ　　　　　　　　　　t．t，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

：・漁　嚢怠灘懇纏「1、㌻　　，　　，　　　　　　懇

騰鰯麗纒聾，魑．　i
、　　　‖ぷ，　　　　　　　　　　　　∨　　　　　　　　・・t

野’ 灘’、［　瀦、襯，1　　　、該、、

i謙礁畿麟』　・　　　　　　ミ
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21．Athen．　Benaki－Museum．　Kreto－venezianische
　Ikone　aus　dem　17．』hts．：1）～‘’Hi〃〃neMahrt　Chノ・isti．



鞍㈱＿，　　　　　　　　　　．

・騒　n　　　＝㌢．　　・’　　・　　　　　　　・　　　　　　　鱒
嚢難蟹響　　　　　　　1　　4　　　　　・　輪購

慰

∴　罵織撃認嘩：警．睡鞭扇淳綴・　翻
　　　　　　戴　；　c㌧，・　　ノニ良，撚㌘　　竺響真浸　　　　　　齢

評嘱紗ぷ繭諫講i“臨騎識　　陶謹、　1　罐　4揺
／rft　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　t－　　　　．　　　　「　　　　s㌃“　　　　　　　　　、泌一　　　　　　　　　　　　　：　「ヒ」Stご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　，

耀蟹園懸鰻騒1…鞭鞭翻酉醗、
灘羅馨劇．騨騨’嗣騨謙懸難蕊、　騰　…鰻
　　　　　　　　　　　22．Tokio、　Nat．－Mus．　f．　Westl．　K　Lmt　t．　lkone、oll　A．　Ritzos：ノ∫〔・τo〃nα．yia．

23．Mistra，　Metropolis－Kirche．　W’andmalerei　des　14，　Jhts．：14ノ‘」ltg・ei’ic’hts－Heioi〃lasia．
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24．Kalopanayiotis（Zypern），　Kirche　des　h1．　Herakleidos．　Wand－

　　　malerei　aus　der　1．　Halfte　des　13．　Jhts．：Die、仔～〃〃ηρ加力〃

　　　CんLg1’〃1〃Hρro∫〃lasia（Detaiり．

25．Bijelo　Polje（Serbien）．　Wandmalerei

um　I　317／21：Die　Hinimelfahrt　Christi

mit　Hetoiniasia（Detai1）．

26．Mistra，　Klosterkirche　von　Peribleptos．　Wandmalerei　aus　dem　Ende　des
　　　l4．　Jhts．　oder　Anfang　des　15、　Jhts．：Koimesi，s．
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｝，r’お　’

・鐘、

27．Ioannina（Epirus），　Inse1，　Kloster　des　hl．

Nikolaos　Strategopoulos　（oder　Dilios），

、、ぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28　Meteora　Barlaam－Kloster　Katholikon

29．Meteora，　Metamorphosis－Kloster，　Katholikon

　　　　（Exonarthex）．　Wandmalerei　des　16．　Jhts．：Das

Mα〃v伽η‘1ρ∫〃．　Sebastian．　　　　　　宇
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所蔵作品の修復報告　　　　　　　　　　　Rapport　de　la　restauration　des　tableaux

一
昭和47年4月より昭和48年3月まで＿　　　　　dans　la　collection　du　Mus6e（avril　l972

　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一mars　l973）　　par　Mitsuhiko　KuRoE
黒江光彦

1　　（P－41）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　（P－100）

カリエールC／母子像　　　　　　　　　　　　　　　　トニ・「字を書く子供

油彩　カンヴァス　27×40cm　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　37×4｜cm

裏打ちによるカンヴァスの裂傷の補修および絵具　　　裏打ちによるカンヴァスの裂傷の補修および絵具

層の固定。画面の洗浄。欠損部分の充填および補　　　層の固定。画面の洗浄．欠損部分の充填および補

彩。ニス引き。　　　　　　　　　　　　　　　　　　彩。ニス引き。

2　　（P－48）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　（P－134）

シャルロ《羊飼いの女》　　　　　　　　　　　　　ディネ＜＜回教寺院からの帰’ハ

汕彩　カンヴァス　100×81cm　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　161×131cm

除塵，除徽，絵具層に吸油。　　　　　　　　　　　　除塵，除徽。

3　　（P－49）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　（P－135）

シャルロ《田舎の教会堂〉　　　　　　　　　　　　　デュブール〈花》

油彩　カンヴァス　73×92cm　　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　425×47．5　cm

除塵，除徽，絵具層に吸汕，　　　　　　　　　　　　除塵，除徴，絵具層に吸油。

4（P－50）　　　　　　　　　　　　10（P－136）
シャルロ《鳥笛を吹く少年〕　　　　　　　　　　　デュブールk花・

油彩　カンヴァス　101×81cm　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　42．5×50．5cm

除塵，除徽，絵具層に吸油。　　　　　　　　　　　　除塵，除徽，絵具層に吸油。

5　　（P－61）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　（P－137）

コッテC裸婦／t　　　　　　　　　　　　　　　　カロリュス＝デュラン坐せる裸婦tt

油彩　麻布に紙貼　188×87cm　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　100．5×81cm

除徽。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除塵，除徹，絵具層に吸油。

6　　（P－62）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　　（P－143）

コッテ＜＜夕べのミサA・　／＞　　　　　　　　　　　　　デスパニャ《風景・

油彩　麻布に紙貼　136×177cm　　　　　　　　　　　　　汕彩　カンヴァス　46×55　cm

除徽。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除塵，除徴。
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13　　（P－147）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19　　（P－249）

フィールディング　ターバット湖1　　　　　　　　ルノワール《帽子の女1＞

油彩　カンヴァス　117×182cm　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　56×46　cm

黄変したニスの除去。絵具層の蹄開部分の補彩。　　　剥離箇所の固定およびニス層の光沢復元。

ニス引き。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　（P－250）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルノワール《アルジェリア風のパリの女たち》
14　　（P－148）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　157×130cm
嘉ン。ト忽ウ11㌫、㌫ホストン）’〉　撒所の固憲鰍ニス層の光沢飾

除塵，除徽，絵具層に吸油。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21　　（P－330）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テオドール・ルソー《コローの肖像》
15　（P－162）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　50×42cm

エンネル＜＜音楽家サミュエルの肖像〉　　　　　　　欠損部分の充填および補彩。ニス引き。

油彩　カンヴァス　48×375cm

裏打ちによるカンヴァスの裂傷の補修および絵具　　　22　（p＿405）

層の固定・画面の洗浄・欠損部分の充填および補　　　ファン．デル．ネ＿ル《月夜の風景》

彩。ニス引き。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　57x75．7cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除徽。

16　　（P－206）

モネ（舟遊び

油彩　カンヴァス　145×132cm

剥離箇所の固定。

17　　（P－210）

モネV陽を浴びるポプラ並木」

油彩　カンヴァス　92．5×73．5cm

剥離箇所の固定，剥片の固定。

18　　（P－227）

ピサロ㍑エラニーの秋》

油彩　カンヴァス　38×46cm

下縁の剥落の固定。
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資料

歳出歳入表

歳出予算表（単位千円）

　事項／年度　　‘　38　　　39　i　40　　　41　　　42　　　43　　　44　　　45　　　46　　　　47　1

1雛誘藁138，・91179・・8・691，636　144，913　263・385　197・821　15・・333　161・913　188・36gi　27・，392　i

人に伴う経費　19，39322，46926，47229，45533，　57638，　36142，85649，83756，42964，500
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　！

＃蛙営
（3。；61；1（3。lb；ll（3。；b；ll（5。lblll（5。Tb681（5。lblll（5。lbl；1（6。16111（7。！bl81（14；；1；；）

事業部運営32，97733，80633，81155，　18055，22257，　80957，03867，67777，688148，465

特別展開催　7，836　8，66511，14040，90243，10436，06637，80030，50736，458　39，286

巡回展開催12，139　2，　143　2，147　2，151　2，155　2，160　2，　165　2，179　2，189　2，204
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

嬉纏藷　3853795236・・6・・6・・558558558558
陳列館新営　　　　　　　　　　　‘112，　50054，483　　0　　0　　0　　0
敷地購入　　　　　　1　　　　l　　I　　　　　　　　‘
一 般研究費　　129　129　129　129　129　125　125　125…　1251　125
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1施設設備整備　70，　576　6，　086　10，834　9，636　8，942　2，556　　　0　3，94317，476‘　7，577
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国立西洋美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

‘創設費　　　　　　　　‘　　　　‘備考

1　事業部運営欄（　）書は，美術作品購入費である。

2　昭和38（1度施設設備整備70，　576千［ijは，講堂および’1‘務庁舎の新営費である。

歳入実績表（単位千円）

1　事項／年度　　　　38　　　39　　　40　1　41　　　42　　　43　　　44　‘　45　　　46　1　47

　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　1
雑収入24，50143，99726，　18028，23637，08853，62232，64732，55361，　652137，953
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1入場料等収入　24，096　43，617　25，808　27，726　36，587　53，079　31，977　31，　862　60，917　36，　870

その他405380372510501‘5436706917351、083

年度別入館者総数（含特別展）

昭和34年度　584，861　昭和38年度　　444，031　昭和42年度　567，　490　昭和46年度　937，303

昭和35年度　400，218　昭和39年度　1，045，　944　昭和43年度　761，609　昭和47年度　439，128

昭和36年度　280，146　昭和40年度　　393，　228　昭和44年度　312，291

昭和37年度　341，250　昭和41年度　　690，　231　昭和45年度　424，630
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職員名簿

昭和48年3月31日現在

国立西洋美術館評議員会評議員　　国立西洋美術館職員
（五十音順）

プリヂストンタイヤ株式会社liiit　　　　　　胞5　．　　山田智三郎　　　文綱溺官　　　木戸　　一

黙lli．，　　翼：：：：：，J、Pt毅一員竺子
稲田　清助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬰欝籠官　　　田島　庄平

バ端会員轍溌教授　　庶務課　　　　　文部酬　肥後豊司
㌫隠館長　　ま鱗…眺次文一太ill，1・　U－rt
岡田　譲　　　　　　　　　　欝灘ξ補佐　’1’i井文tli三　　期腋官　　　白倉由夫

瓢當蹴　　　 鵠罐官　西山博　鐡官　大竹乙弘
日本芸術院長　　　　　　　　　　　　　　文綱溺官　　　舟橋さちy　　　文部技官　　　　小宮　勝男

高蹴ぷ　　　　　文部酬　触靖子　㈱　　杣節子
舗舵　　　　蜘醜　岡崎文憲　ni　es　e－a　長島武夫
株式会社：膳相談役　　　　　　　ii：gs“　　　渡辺和子　　事酬1韻　　伊藤　昌

司　　　忠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　文綱溺官　浜田孝　事業課

漂罐興酬務蹴　　文部事務官樋。泰一　獺苫　穴沢一夫

評論家　　　　　　　　　　　　　　　文綱溺官　　　山王堂正行　　　主任研究官　　　佐々木英也

富永惣“ 　　　　燗嚇　㈱青太郎　1鶉裟轡係長
甥県漂美轍　　　文綱官　井上雌児　文蹴　帥頬
昧文化教育・・ビ番欄疏・臓　　醐縮　 羽1山正公　文撒宜　越后
松方三郎 　　　　剛縮　研歎　鞠差援係長穴沢一夫
国際文化会館専務理1婦乏

松本　重治　　　　　　　　　　　　　文綱酪官　　　内藤　満枝　　　文部技官　　　　八重樫春樹

日本芸術院会員画家　　　　　　　　　　文部‘1酪官　　　中村　繁子　　　（陶文部技官　　長谷川三郎

蕊㌻＿授　鱗官白石治美耀・紙‘f’・・u’－1・ii行

脇村義太郎　　　　　　　　　　　　　文綱嚇官　　　須田　文子　　　文部技官　　　　長谷川三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文綱溺官　　　市川　　勇　　　事務補佐員　　　田近　祥子
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